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はじめに 

 

子どもオンブズマン 石川  悦子  

 

子どもは、いかなる社会においてもかけがえのない存在であり、その声に耳

を傾け、権利を尊重し、健やかに成長できる環境を保障することは、私たち大

人の責務です。 

本活動報告書は、令和６年度における子どもの人権に関する相談、調査、

救済活動の記録と成果をまとめたものです。私たち子どもオンブズマンは、

日々寄せられる声に真摯に向き合い、ひとつひとつの事案に子どもの権利救

済相談・調査専門員ならびに事務局職員とともに丁寧に取り組んで参りました。 

近年、SNS の利用拡大や社会の変化などにより、子どもたちを取り巻く課

題は複雑化・困難化しています。いじめ問題、不登校、児童虐待、発達障害や

性の多様性などへの理解不足など、子どもたちの「今」に寄り添い、必要な支

援を届けることの重要性はますます高まっています。 

私たちはこれからも、子ども自身の声に耳を傾け、本人の視点を尊重した対

応を心がけ、関係機関や地域と連携しながら、すべての子どもが尊厳をもって

生きられる社会の実現を目指して活動を続けてまいります。 

本報告書が、子どもの人権について考える一助となり、より多くの方々の理

解と協力を得るきっかけとなることを願っております。 
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＜活動報告書内で使用されている略称の一覧＞ 

正式名称 使用略称 

中野区子どもの権利に関する条例 子どもの権利条例 

中野区子どもの権利に関する条例施行規則 子どもの権利条例施行規則 

中野区子どもの権利救済委員 子どもオンブズマン 

中野区子どもオンブズマン 子ども相談室 子ども相談室 

中野区子どもの権利救済相談・調査専門員 専門員 

中野区子どものオンブズマンお手紙相談 オンブズお手紙 

 ※年の表記は元号に統一しています。 



 

 

 

Ⅰ 中野区子どもの権利救済委員制度の概要 

 

１ 中野区子どもの権利に関する条例について 

２ 中野区子どもの権利救済委員（子どもオンブズマン） 

３ 中野区子どもオンブズマン 子ども相談室 （愛称：ポカコロ） 
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Ⅰ 中野区子どもの権利救済委員制度の概要  

 

１  中野区子どもの権利に関する条例について 
子どもの権利条例は、「区に関わる全ての人が子どもの権利の尊重の理念

を持ち、それぞれの生活や活動に生かすことにより、子どもの権利を保障し、も

って子どもにやさしいまちづくりを推進すること」を目的として、令和 4 年 3 月

28 日に公布され、同年 4 月 1 日から施行されました。 

この条例は、前文から始まり、第 1 章「総則」、第 2 章「子どもの権利の保

障」、第 3 章「子どもにやさしいまちづくりの推進」、第 4 章「子どもに関する取

組の推進および検証」、第 5 章「子どもの権利の相談および侵害からの救済」、

第 6章「雑則」で構成された全 28条です。条例の特徴は、以下のとおりです。 

 

（１）子どもの権利の保障  

○ 区をはじめ子どもに関係する大人の役割を規定  

○ あらゆる場面における権利の保障を規定するとともに、子どもの生活す

る場面における権利の保障を規定  

 

（２）子どもにやさしいまちづくりの推進  

○ 子どもをまちづくりのパートナーとして、子どもの今と未来のために、子ど

もにやさしいまちづくりを推進することを規定  

○ 大人から子どもへのメッセージを規定  

 

（３）子どもに関する取組の推進  

○ 子どもの意見表明・参加を進めるための仕組みを規定  

○ 子どもに関する取組を推進するための推進計画を策定するとともに、 

計画の検証等の仕組みを規定  

○ 子どもの権利救済のための仕組みを規定  

 

（４）子どもにわかりやすい条例を目指して 

○ 可能な限り平易な用語を使用し、全ての漢字にふりがなを振るとともに、

「です・ます調」で規定  
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２  中野区子どもの権利救済委員（子どもオンブズマン）  

（１）設置目的  

子どもオンブズマンは、子どもの権利条例第 24条第 1項の規定に基づき、

子どもの権利の侵害（以下「権利侵害」といいます。）からのすみやかな救済

と子どもの権利の保障をはかるために設けられました。 

 

（２）設置形態  

地方自治法第 138 条の 4 第 3 項に基づく区長の附属機関  

 

（３）担当職務内容  

子どもは単なる救済対象ではなく、自分に関わる問題を解決していく主体

として位置付けられ、子どもにとって最善の利益が確保できるように支援を行

います。 

ア 子どもの権利の保障についての相談に応じ、必要な助言および支援をす

ること 

イ 子どもの権利の保障についての必要な調査および調整をすること 

ウ 権利侵害からの救済のため関係者に要請※をすること 

※区や区の機関に対して行う場合と、区以外の機関に行う場合が想定され

ています。 

エ 権利侵害を防ぎ、または子どもの権利を保障するための意見を表明する

こと 

オ ウの要請およびエの意見の内容を公表すること 

カ 権利侵害からの救済と子どもの権利の保障についての理解を広めていく

ことおよび関係者との協力の推進に関すること 

 

（４）職務の執行  

ア 職務を行うときには、子どもの意見、考え、思いを聞き、それらを尊重する

とともに、その子どもにとって最も善いと考えられることを行うものとします。 

イ 公正かつ公平にその職務を行わなければなりません。 

ウ それぞれ独立してその職務を行います。 

エ 自分に利害関係のある事案については、その職務を行うことができません。 

オ 毎年度、その職務の実施状況について区長に報告しなければなりません。 

 

（５）子どもオンブズマンの職務執行に係る協力  

ア 区は、子どもオンブズマンの独立性と公正かつ公平な職務の執行を確保

するために必要な協力および支援を行うとともに、専門の職員および窓口

の設置等、体制の整備をはかるものとします。 
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イ 区民、育ち学ぶ施設および団体は、子どもオンブズマンに相談等をしやす

い環境を整えるよう努めるとともに、子どもオンブズマンの職務の執行に

協力するよう努めるものとします。 

 

（６）子どもオンブズマンの任命   

子どもオンブズマンは、5 名以内とし、人格が高潔で、社会的信望が厚く、

子どもの人権問題に関しすぐれた識見を備えている人のうちから、区長が任

命することとなっています。 

令和７年４月１日現在、任命されている子どもオンブズマンは、以下のとお

りです。 

                                                     (五十音順) 

氏   名  所属等  任   期  

石川 悦子  

（いしかわ えつこ）  

こども教育宝仙大学  

こども教育学部教授  

公認心理師、臨床心理士  

第一期  

令和 4 年 4 月 1 日～

令和 6 年 3 月 31 日  

 

第二期  

令和 6 年 4 月 1 日～

令和 8 年 3 月 31 日  

野村 武司  

（のむら たけし）  

東京経済大学  現代法学部教授  

弁護士（埼玉弁護士会）  

森本 周子  

（もりもと ちかこ）  
弁護士（第二東京弁護士会）  

松宮 徹郎  

（まつみや てつお）  
弁護士（東京弁護士会）  

第一期  

令和７年 4 月 1 日～

令和９年 3 月 31 日  

 

 

（７）子どもオンブズマン ～子どもの権利救済委員の通称として～  

令和 4 年 12 月から、中野区における子どもの権利救済制度について広く

周知を図り、より分かりやすく親しみのある制度として定着を図っていくため、

「子どもオンブズマン」という通称を用いることとしました。 

子どもの権利救済に係る制度については、「子どもオンブズマン」や「子ども

オンブズパーソン」という呼称が国内外で浸透しています。 

中野区においては、平成 2年 10月から「中野区福祉サービス苦情調整委

員」という福祉サービスの適用に係る区民の苦情を実施機関以外の公平な

機関を通して処理するという制度が存在しており、「中野区福祉オンブズマン」
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という通称が広く認知されている実態がありました。 

このことから「子どもオンブズマン」という通称を用いることとしました。 

なお、「オンブズマン」という語は、スウェーデン語で「代理人」を意味する語

「ombudsman」に由来しています。 

 

（８）連絡調整会議  

子どもの権利条例施行規則第 17 条第 1 項では、「救済委員の職務に関し

連絡調整を行う必要がある場合その他必要があると認める場合は、救済委員

全員で構成する連絡調整会議を開くことができます。」と定められています。な

お、個別ケース対応に関する検討は連絡調整会議開催日以外にも随時行っ

ています。 

 

 

ア  開催状況  (12 回) 

令和 6 年  4 月 8 日、5 月 7 日、6 月 11 日、7 月 16 日、8 月 6 日、 

9 月 5 日、10 月 3 日、11 月 6 日、12 月 4 日  

令和 7 年  1 月 14 日、2 月 12 日、3 月 14 日  

 

 

イ  主な調整事項  

  ・令和６年度子ども相談室ワークショップについて 

・子どもの権利に関する研修の実施について 

・区内児童館でのアウトリーチ活動の実施報告、活動内容について 

・他自治体の運営状況及び子ども相談室の新規相談受付状況について 

・令和７年度からの子ども相談室の窓口開設時間の変更について 

・子どもの権利の日フォーラムなかの２０２４について 

・令和６年度活動報告書について 

・令和７年度子ども相談室ワークショップについて 
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３  中野区子どもオンブズマン 子ども相談室  （愛称：ポカコロ） 

子どもの権利条例施行規則第 21 条では、子どもの権利の保障についての

相談のための窓口として子ども相談室を設置することが定められています。 

子どもオンブズマンへの相談窓口として、令和 4 年 9 月 1 日に「子ども相談

室」を開設しました。 

子ども相談室では子どもからの相談に応じて助言や支援を行うとともに、 

救済するための調査・調整や、要請・意見の表明を行います。なお、子ども相

談室の特徴は以下のとおりです。 

 

○ 子どもの意見、考え、思いを聞き、子どもに寄り添いながら相談を受け、

子どもにとっての最善の利益を考慮しながら、問題を解決することを

基本としていること 

○ 権利侵害全般について取り扱うこと 

○ 公的な第三者機関であること 

○ 関係機関との調整や関係機関への要請・意見の表明が、子どもの権

利条例に基づく権限として規定されていること 

 

 

【イメージ図】  相談から解決（権利侵害からの救済）までの流れ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１）所在地  

〒165-0027 中野区野方一丁目 35 番 3 号  教育センター分室 3 階  

 

（２）対象  

子ども※（その子どもの関係者を含む）  

※子どもの権利条例において、「区内に在住し、在学し、または在勤する等、

区内において生活し、活動する 18 歳未満の人、およびこれらの人と等しく

権利を認めることが適当と認める人」と定義しています。このため、18 歳で

高等学校等に在学している場合等も対象となります。 

助言・支援

・子どもの意見、考え、思いを受
け止める

・子どもにとって最も善いことを
一緒に考える

・秘密を守る

相談

調査・調整

・何が問題なのかを調べる

・子どもの代弁者として関係者
に働きかけ、調整する

要請・意見の表明

・子どもの代弁者として
改善を求める

・権利侵害が起こらない
ように制度改善を促す

解決
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（３）開室日時  

月曜日から土曜日までの午前 11 時から午後 7 時まで（日曜日・祝日、年

末年始を除く）  

※令和７年４月１日から、開室日時は以下のとおり変更しました。 

  月曜日から水曜日、金曜日の午後 1 時から午後 7 時まで 

  土曜日の午前 10 時から午後 4 時まで 

 （木曜日・日曜日・祝日、年末年始を除く）  

 

（４）相談方法  

 電子メールの相談について、令和７年４月１日から中野区立小・中学校の

学習用端末のホーム画面に相談用の入力フォームが立ち上がるアイコンを

設定しました。 

○ 電話：0120-463
よ り そ う

-931
きゅうさい

（フリーダイヤル）  

○ 電子メール：kodomo-sodan@city.tokyo-nakano.lg.jp  

※入力フォームあり 

○ 手紙  

※専用様式あり 

○ 来室  など 

 

（５）要請や意見の表明に係る申立て 

子どもやその関係者（保護者など）は、子どもオンブズマンに対して以下に

ついて申立てを行うことができます。 

○ 権利侵害からの救済のため、関係者に改善などの要請を行うこと 

○ 権利侵害を防ぎ、または子どもの権利を保障するため、制度の改善など

についての意見の表明を行うこと 

子どもオンブズマンは、権利侵害に関わる事実の調査や関係者間の調整

を行います。また、関係者や関係機関に対して、要請や意見の表明を行うこと

もあります。関係者への一方的な要請により、権利侵害の相手方とその子ど

もを対立させてしまっては、子どもの最善の利益にならない場合もあるため、

関係者との調整は重要な役割を担います。 

 

（６）子どもの権利救済相談・調査専門員の配置  

子どもオンブズマンの独立性と公正かつ公平な職務の執行を確保するた

め、子どもオンブズマンの職務を補佐することなどを目的として、専門員（会

計年度任用職員）を配置しています。 

①職務  

ア 子どもの権利の保障について必要な調査等を行うこと 

イ 子どもの権利の保障についての普及啓発に関すること 
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面談室  

ウ 子どもオンブズマンの職務について補佐すること 

②任用資格  

ア 社会福祉士、精神保健福祉士、臨床心理士、公認心理師、保育士若し

くは弁護士である者又はこれらの者と同等以上の能力を有する者であ

ると区長が認める者であること 

イ 相談・調査専門員の職務を遂行するために必要な知識及び経験並びに

能力を有すると認められること 

ウ 職務に関連した知識を積極的に修得し、子どもに寄り添いながら支援

を行うことについて熱意を有すること 

 

（７）事務局の職務  

○ 子ども相談室に関すること 

○ 子どもの権利に係る普及啓発に関すること 

 

（８）体制（令和 7 年 4 月 1 日現在）  

○ 子どもオンブズマン 4 名  

○ 専門員  4 名  

（社会福祉士、精神保健福祉士、公認心理師、保育士）  

○ 事務局  3 名  

（子ども教育部  子ども・教育政策課  子ども相談係職員）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

子ども相談室入口  

子どもオンブズマン  

教育センター分室入口  
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（９）愛称「ポカコロ」、マスコットキャラクター「だんごーず」について 

 子どもたちが愛着をもち、相談しやすい、来訪しやすい子ども相談室としてい

くため、令和 5 年度に区内の小中学生から愛称とマスコットキャラクターを募

集しました。あわせて、応募作品の中から子どもの意見を反映させ選定を行う

ワークショップを実施しました。ワークショップには区内の 12 名の小中学生が

参加し、子ども相談室にふさわしいと考える作品を選んでくれました。 

愛称の応募総数 84 点、マスコットキャラクターの応募総数 374 点の中か

ら選ばれたのが、愛称「ポカコロ」と、マスコットキャラクター「だんごーず」です。  

 

○愛称  「ポカコロ」  

作者  

南中野中学校 1 年生  田中
た な か

 里
り

菜
な

さん 

作品に込められた思い 

   安心してゆっくり相談できるところであってほしい。ポカポカしたココロで

帰れるように。 

 

○マスコットキャラクター 「だんごーず」  

  作者  

    南中野中学校 3 年生  瀧澤
たきざわ

 苺
も

花
か

さん 

  作品に込められた思い 

もちもちのだんごみたいに仲良しでくっついて離れない関係をみんな作    

ってほしいから。 

 

※作者の学校・学年は令和 5 年度時点。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

Ⅱ 令和６年度 子ども相談室における 

相談・救済活動 

 

１ 新規相談 

２ 相談対応の方法 

３ 関係機関への連絡、調整活動 

４ 事例報告 

５ 申立て、調査活動、要請・意見の表明 

６ まとめ 

付録：分類一覧 
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Ⅱ 令和 6 年度 子ども相談室における相談・救済活動  

令和 6 年度（令和 6 年 4 月 1 日～令和 7 年 3 月 31 日）の相談・救済活

動の状況は、前年度以前から継続している相談の件数も含めて、以下のとお

りです。1 

  

令和 6 年度の相談件数は、新規

相談が９４件、前年度以前からの継

続相談が１３件、計１０７件でした。 

前年度以前からの継続件数１３件

のうち１２件が当年度で終結となり、

１件が次年度に継続となります。 

当年度の新規相談９４件のうち、

７９件が当年度で終結となり、１５件

が、次年度に継続になります。 

したがって、次年度に継続する件

数は、16 件になりました（図１）。 

図１  相談の終結・継続件数  

１  新規相談  

新規相談とは、相談者から子ども相談室に相談された、初回の相談（以下

「初回相談」といいます。）をいいます。新規相談者とは、新規相談の相談者を

いいます。同一の相談者でも、異なる内容の相談があった場合には、その内容

ごとに１件として集計しています。 

 

（１）新規相談の状況  (図２) 

令和 6 年 4 月 1 日から令和 7 年 3

月 31 日までの新規相談件数は９４件

でした。 

 

 

 

 

図２  新規相談の状況  

 

 

 
1パーセント表示について、原則として小数第二位を四捨五入しているため、内訳を足し

上げても 100%にならない場合があります。 
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（２）新規相談者及び相談の対象となる子どもの属性  

①新規相談者の属性  （図３）（表１）  

新規相談者のうち、子どもか

らの相談は 73 件（77.7%）で

した。また、 「子ども以外 （大

人・関係機関 )」（以下「子ども

以外」といいます。）からの相談

は 21 件（22.3%）でした。（表

１ a） 「子ども」からの相談件数

は、令和 5年度から約２倍に増

加しています。   

「子ども以外」の相談のうち

最も多かったのは、令和 5年度（表１b）に引き続き「母親」で 16件（17.0%）

でした。 
 

表１a 新規相談者の属性（令和 6 年度）      表１b 新規相談者の属性（令和５年度）  

令和 6 年度  

子ども ７３  

子ども以外  ２１  

母親  １６  

父親  ２  

その他大人  １  

関係機関  １  

親以外の家族  １  

不明(子ども以外) ０  

不明  ０  

 

②新規相談者が子どもの場合の学年  （図４）  

令和 6 年度、最も相談が多かった学年は「小学 2 年生」で１５件（２０．

５%)でした。次いで、「小学４年生」で１３件（１７．８%)、「小学６年生」で９

件（１２．３%)でした。小学 1 年生から高校２年生まで、各学年 1 件以上の

相談がありました。 

 

令和 5 年度  

子ども 37 

子ども以外  32 

母親  17 

父親  ４  

その他大人  ４  

関係機関  ４  

親以外の家族  ２  

不明(子ども以外) １  

不明  １  

 

図３  新規相談者の属性  
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図４  新規相談者が子どもの場合の学年  

 

③相談室を知ったきっかけ （図５）  

「どこで知ったか」について（図５a）、最も多かったのは「児童館、学童クラ

ブ、キッズ･プラザ」で１３件（１３．８％）、次いで「学校」が８件（８．５％）でし

た。「その他」には場所を特定できないもの、例えば知人からの紹介や教育

センター分室の掲示が含まれています。 

次に、「何の媒体で知ったか」については（図５b）、「紹介」が最も多く 7 件

（７．４％）、次いで「ネット検索」が６件（６．４％）、「機関紙・カード等」が５

件（５．３％）でした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

図５a どこで相談室を知ったか      図５b 何の媒体で相談室を知ったか 
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④初回相談の手段  （図６）  

 初回相談の手段について、「子ども」と「子ども以外」とに分けて集計して

います。子どもの初回相談（図６a）では「電話」が最も多く 27 件（３７．０％）、

次いで「オンブズお手紙」が１５件（２０．５％）でした。子ども以外の初回相

談（図６ｂ）では「電話」が最も多く 13 件（６１．９％）利用されました。 

     2 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 

図６a 初回相談の手段（子ども）     図６b 初回相談の手段（子ども以外）  

 

⑤相談の対象となる子どもの学年  （図７）  

「小学２年生」、「小学４年生」が１６件（17.0％）と最も多く、次いで「小学

６年生」、「小学３年生」がいずれも１０件（１０．６％）でした。すべての年齢層

の子どもについての相談がありました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図７  相談の対象となる子どもの学年  

 

 
2 訪問：令和６年度から実施している児童館等へのアウトリーチ活動も含まれます。 

2 
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（３）相談内容(初回相談における主訴) 

①「誰が困っているのか」  （図８）  

新規相談者が子どもであった場合に、

相談内容について「誰についての相談

か」すなわち「誰が困っているのか」に着

目し、「自分」「家族（きょうだい）」「友だ

ち」「その他の子ども」「不明」に分類して

集計しています。最も多かったのは「自分

のこと」についての相談（ ６ ０件 、８ ２ ．

２％）で、子どもからの相談の多くがその

子ども自身についての相談でした。                                 

図８  誰が困っているのか 

 

②「どんなことで困っているのか」  （図９）  

「何についての相談か」すなわち「どんなことで困っているのか」に着目して

分類し、集計しています。 

子どもからの相談であった場合（図９a）、「いじめ（疑い含）」についての相

談が１５件と最も多く、次いで「交友関係（いじめ以外）」が 11 件、「家庭・家

族」が１０件でした。 

 

 
図９a どんなことで困っているのか（子ども）  

 

子ども以外からの相談であった場合（図９b）には、「不登校」についての相

談が４件で最も多く、次いで「いじめ（疑い含）」、「進路・将来」「心身」につ

いての相談が３件でした。 
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図９b どんなことで困っているのか（子ども以外）  

 

2 相談対応の方法  （表２）  

令和 6 年度の相談対応総回数(延べ3）は５７５回（表２a）でした。子どもと

の相談対応では「来室」が最も多く１０７回（３８．８％）、次いで「電話」が６６

回（２３．９％）でした。子ども以外では「電話」を利用する割合が最も高く、１

９４回（６４．９％）でした。 
 

表２a 相談対応の方法（令和 6 年度）       表２b 相談対応の方法（令和 5 年度）  

 
3延べ：子ども相談室における相談対応の総数です。例えば、1 人の相談者に対して 4 回

の対応を行った場合には 4 と数えます。 
4 訪問：令和６年度から実施している児童館等へのアウトリーチ活動も含まれます。 

令和 6 年度  

方法  子ども 子ども以外  

電話  66 194 

メール 15 17 

メールフォーム １3 2 

手紙  5 0 

オンブズお手紙  23 0 

オンライン 0 0 

来室  107 31 

訪問4 46 54 

その他  1 1 

小計  ２７６  ２９９  

合計  ５７５  

令和 5 年度  

方法  子ども 子ども以外  

電話  ３９  ２９０  

メール ４  67 

メールフォーム １５  ０  

手紙  0 4 

オンブズお手紙  ３３  ４  

オンライン 0 0 

来室  ７  ３８  

訪問 4 0 9 

その他  1 13 

小計  ９９  ４２５  

合計  ５２４  
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3 関係機関への連絡、調整活動  

（１）関係機関の種別  （表３）  

子ども相談室は、権利侵害からのすみやかな救済と子どもの権利の保障

をはかるため、子どもや関係者等から相談を受けた後、必要に応じて区内の

様々な関係機関とともに、子どもの最善の利益を考慮し、対応するよう努めま

す。令和６年度は、関係機関の中では児童相談所と最も多くやりとりをしまし

た（５８件、４０．５%）。次に多かったのは、児童館、学童クラブ、キッズ・プラザ

で４０件（２８．０%）、学校で２４件（１６．８％）でした。 
 

表３  関係機関の種別と活動の割合  

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）活動の分類  （図１0）  

関係機関とのやりとりでは、「連絡・

打合せ」が主で、１３５件（９４．４％）

でした。次いで、「調整」が５件 (３ ．

５%)、「コンサルテーション 5」が２件

（１ .４％）でした。 

 

   

 
5 コンサルテーション：関係機関に対する助言のことです。 

関係機関の種別  件数（件）  割合（％）  

児童相談所  ５８  ４０ .５  

児童館、学童クラブ、キッズ･プラザ ４０     ２８ .０  

学校  ２４   １６ .８  

教育委員会  １１   ７ .７     

教育センター ４     ２ .８  

すこやか福祉センター ２  1.４  

図書館  １     ０ .７  

その他  ３     ２ .１  

合計  １４３  100.0 

図１0 関係機関との活動の分類  
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４ 事例報告 

相談事例は、プライバシー保護のため、子ども相談室が対応した複数の事例か

ら構成し、内容を一部変更して作成しています。 

（１）ケース 1 事例報告

【相談内容】

相談者 本人 方法 オンブズお手紙 所属／学年 小学生 

登場人物 相談者 A 親友 B 担任 C 

相談の主な内容 親友から「話をしたくない」と言われ、クラスで過ごしづらい。 

Ａは、親友でもあるクラスメートＢから、突然「話をしたくない」と言われてしまった。ク

ラスで過ごしづらい。相談室からのお返事を、電話で受けることを希望。 

【対応】 

オンブズお手紙には、相談室から電話がほしい曜日と時間帯が書いてありまし

た。専門員が希望の日時にお電話をしたところ、A が応答してくれました。 

くわしくお話しをうかがうと、親友 Bが急に「話をしたくない」と言い、Ａが話しか

けようとしても離れて行ってしまうようになったとのことでした。B がなぜ怒ってい

るのかわからないことがとてもつらい様子で、涙声になっていました。 

専門員は、A が B を大切に思う気持ちを受け止めました。また、少し落ちつい

てから対応するのがよいと考え、〈もし、B が話しかけてくれた時に、自分の気持ち

を伝えられるよう準備しておくのはどうか〉と助言しました。A も、「それならできそ

う、それがいいと思う」と、ほっとした様子で答えてくれました。 

専門員はさらに、Ａがクラスで過ごしづらさを感じている状況もあることから、

担任 C にも相談しておけるとよいのではないかと考え、A にとって担任 C はどん

な人かをたずねました。Aが「担任 Cは話しやすい」と教えてくれたので、B とのこ

とも話してみてはどうかと助言しました。専門員は、〈心配しているので、担任 Cや

Ｂと話してみてどうなったか、あるいは、話せなくて困った状況が続いた場合も、ま

た、メールフォームや電話で相談してほしい〉と伝えました。Ａは「ありがとう」と言

って電話を切りました。 

【経過】 

後日、Ａから電話があり、「勇気を出して担任 C に話してみたら、担任 C が親

友Ｂと話せる機会をうまくつくってくれて、仲直りすることができた」と報告してくれ

ました。 

【相談を振り返って】 

オンブズお手紙から電話での相談につながり、Aの気持ちやAの困っている状

況について、じっくり聴くことができた事例でした。子ども自身がもっている力や、

子どもにとって身近な支援者を活かして、主体となって解決していくことができま

した。 
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（２）ケース 2 事例報告

【相談内容】

相談者 本人 方法 電話 所属／学年 小学生 

登場人物 相談者 A 担任Ｂ 父Ｃ 校長 D 

相談の主な内容 担任の先生が怖くて、学校へ行きたくない。 

Ａのクラスの担任Ｂ先生は、子どもを指導する時の言い方がきつくて怖い。自

分がそういう指導をされたことはまだないが、他の子どもがされているのを見る

のも怖い。学校を休みたくないが、怖くて休んでしまったこともある。先生のこと

を怖がっている子どもは他にもいる。先生に、もっとやさしく指導してほしい。 

【対応】 

専門員は、Ａの気持ちに寄り添い、相談してくれたことをねぎらいました。また、

子ども相談室での来室面談をうながしました。友だちや保護者といっしょに来ても

よいと伝えると、Ａは「父Ｃといっしょに行く」とのことでした。日時を決めて、終話

しました。 

【経過】 

A と父Ｃが、約束の日時に来室し、子どもオンブズマンと専門員が面談しました。

父Ｃとしては、「担任Ｂ先生のことは、保護者の間でも話題になっているようだ。た

だ、今日は A が相談したいというので、A から話してほしいと思う」とのことで、主

として A が、子どもオンブズマンと話しました。子どもオンブズマンは、A の思いや

考えをあらためて丁寧に聴き、他の子どもの様子、学校の様子などもたずねたう

えで、A の「先生に、もっとやさしく指導してほしい」という願いを学校に伝えたい

かどうか、伝えるとしたら、どのように伝えるのがよいかを、選択肢を示しながらた

ずねました。Ａは、「子どもオンブズマンが学校へ行って、校長先生に伝えてきてほ

しい。Ａの名前は出さないでほしい」と希望しました。 

後日、子どもオンブズマンと専門員が学校を訪問し、校長 D とお話ししました。

担任Ｂのことは、保護者の方々からも相談が寄せられていたそうで、校長 D もす

でによく知っていました。ただ、子どもオンブズマンがＡからあずかった思いや願

いを（Ａと約束したとおり、お名前は出さずに）伝えたところ、校長 D は「子どもか

らは、そのように見えていたのか。子どもの声を聴いたことで、新たに気づかされ

たことがあった」と言ってくれました。そして、学校としてしっかり対応していくこと

を、約束してくれました。 

【相談を振り返って】 

子どもの希望を受けて、子どもオンブズマンが学校への調整活動を行った事例

でした。子ども相談室は、子どもの思いや考えを丁寧に聴き、子どもにとっての解

決像を確認したうえで、子どもが「これならできる、大丈夫だ」と思える方法で対

応していくことを大切にしています。また、学校などの他機関への調整活動では、

「子どもからはどのように見えているか」という視点を伝えることを大切に、はたら

きかけています。 
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（３）ケース 3 事例報告 

【相談内容】 

相談者 本人 方法 メールフォーム 所属／学年 中学生 

登場人物 相談者 A 

相談の主な内容 劇の自主練の時、一部のクラスメートがふざけてうるさい。 

A は、昼休みに文化祭で発表するクラスの劇を自主練する時に、一部のクラス

メートがふざけてうるさく、リーダーがいっしょうけんめい声かけをしても聞かな

いので、いやな気持ちになる。個人でもっているメールアドレスへのお返事を希

望。 

 

【対応】 

子どもオンブズマンと専門員で、お返事のメールの文面を考えました。文面では、

A の気持ちに寄り添ったうえで、担任の先生に相談してみることをすすめました。

A の個人でもっているメールアドレスに、お返事のメールを送信しました。 

 

【経過】 

しばらくして、A からお返事のメールが届きました。メールの中で、A は、劇の自

主練のことは解決したことを教えてくれました。また、別の新しいことについても、

相談してくれました。その後も、同じような調子で、何回かメールのやりとりが続き

ました。 

 

【相談を振り返って】 

メールのやりとりが続いた事例でした。Aにとって、子ども相談室とメールのやり

とりをすることが、気持ちを吐き出したり、心を整理したりする機会の一つになって

いたのかもしれません。 

メールフォームは、匿名でも送ることができます。また、お返事については、「返

事はいらない」を選ぶこともできます。子どもたちがそれぞれの気持ちに合わせて、

思い思いに活用してくれたらと願っています。 

なお、学校から配られているメールアドレスでは、設定上、子ども相談室からの

お返事を受け取ることができませんので、そのことにはご注意いただけたらと思い

ます。お返事がほしい時には、個人でもっているメールアドレスを記入して下さい。 
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（４）ケース 4 事例報告

【相談内容】

相談者 本人 方法 訪問 所属／学年 小学生 

登場人物 相談者 A 母 B 児童館指導員 C 

相談の主な内容 おばあちゃんからのおこづかいをお母さんがとってしまう。 

Ａは、夏休みに祖母宅へ遊びに行っておこづかいをもらい、好きなゲームを買う

のを楽しみにしていたが、母 B が「A がむだづかいしないように、預かっておく」

と言って勝手に持っていってしまったので、ゲームを買えない。 

【対応】 

専門員が児童館でのアウトリーチ活動中に、指導員Ｃから「話したいことがある

そうなので、聴いてあげてほしい」と紹介され、児童館で A から相談を受けました。 

専門員は、祖母からのおこづかいをめぐる Aの気持ちを受け止めました。また、

母 B がおこづかいを預かる背景には、A にとってより有意義に使えるように、とい

う配慮もあるのかもしれないということについても、いっしょに想像をめぐらせまし

た。そして、A としては、「お母さんがおこづかいを預かるのはまぁいいが、A が使

いたいかどうか、何に使いたいかについて、ちゃんと話を聴いてほしい」という思

いであることを整理しました。すると、A は「そういえば、その気持ちをお母さんに

ちゃんと伝えたことがなかった」と気づき、「お母さんに話してみようと思う」と話し

てくれました。 

専門員は A に、お家で話してみてどうだったかを、次に専門員が児童館を訪問

した機会に教えてくれるとうれしいと伝えました。あわせて、きょう話してくれたこと

について、児童館の指導員にも知っておいてほしいかどうか、Ａの意向を確認しま

した。Ａは、「指導員にも話したくなったら、自分のタイミングで話す」とのことでし

た。 

【経過】 

その後、A とは、アウトリーチ活動で児童館へ出かけた時にも、しばしば会うこと

がありました。ただし、挨拶をしたり、いっしょに遊んだりはしても、相談にまでは至

りませんでした。専門員は、A がまた必要とした時には話してもらえるように、日々

のやりとりや遊びを通じて、信頼関係の継続に努めています。 

【相談を振り返って】 

アウトリーチ活動を通じて子ども相談室のことを知ってくれた A が、「話してみ

ようかな」と思って、相談してくれたケースでした。A にとって身近で声のかけやす

い存在である指導員が間に入ってくれたことも、相談のしやすさにつながったと思

われます。 

なお、アウトリーチ活動で相談を聴く中で、アウトリーチ先の職員とも共有する

必要のある内容が語られた場合には、専門員はそのことを子どもに説明し、子ど

もの同意を得たうえで、職員とも共有するようにしています。 
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５ 申立て、調査活動、要請・意見の表明 

申立て及び申立てに基づく調査活動、要請・意見の表明はありませんでした。 

６ まとめ 

令和６年度は、子ども自身からの相談が７３件も寄せられ、前年度の３７件から

倍増しました。令和５年度に、区内の小中学生たちによって、子ども相談室の愛称

が「ポカコロ」と名付けられ、また、相談室のマスコットキャラクター「だんごーず」が

誕生したこともあり、これらの親しみやすい愛称やキャラクターと共に子ども相談

室の認知度が高まった結果かもしれません。 

子ども相談室が、身近で相談しやすい機関として、区内の子ども達に広く知ら

れるようになってきたことは喜ばしいことです。それと同時に、子どもの悩みに寄り

添う相談機関としての使命や責任の重さに身が引き締まる思いです。 

子どもからの相談の内容としては、「いじめ（疑い含む）」についての相談が１５

件と最も多く、次いで「交友関係（いじめ以外）」が 11 件となっており、この 2つを

合わせた相談の割合が全体の 3割を超えています。やはり、一日の大半を過ごす

学校での友人関係に悩む子どもが多いことが分かります。３番目に多い相談内容

は「家庭・家族」に関することで、その数は１０件でした。 

子ども達が相談室を知った場所として最も多かったのは、「児童館、学童クラブ、

キッズ･プラザ」でした。これは、令和６年度から始めた児童館等へのアウトリーチ

活動が実を結んだ結果と言えるでしょう。また、初回相談の方法としては、「電話」

が最も多く２７件（３７．０％）、次いで「オンブズお手紙」が１５件（２０．５％）でした。

令和５年度の相談方法が、「メール相談フォーム」と「オンブズお手紙」を合わせて

80％だったことに比べると、令和６年度では、子どもからの相談であっても電話

相談という方法が多く選択されました。

一方、子ども以外からの相談は、令和５年度が３２件だったのに対し、令和６年

度では、２１件と数としては減っています。そのうち 16 件が母親からの相談でした。

相談内容としては、「不登校」についての相談が４件で最も多く、次いで「いじめ

（疑い含）」、「進路・将来」、「心身」についての相談がそれぞれ３件ありました。ま

た、子ども以外からの初回相談の方法としては「電話」が最も多く、13 件（６１．

９％）でした。 

令和６年度で特徴的だったのが、子どもの「来室」の多さです。子ども達の来室

に対する対応が１０７回ありました。これは、必ずしも毎回相談があったというわけ

ではなく、以前相談があった子どもが相談室を訪れて、相談室で勤務している子

どもの権利救済相談・調査専門員の顔を見ておしゃべりをしたり、相談室にある

プレイルームで遊んだりするなどの場合も含まれています。その背景には、子ども

相談室が子ども達の大切な居場所となっていることが伺えます。他愛のないおし

ゃべりからも、子ども達の気持ちを受け止め、また、ちょっとした悩みや不安の預け

場所として頼ってもらえるような相談室でありたいと思います。 

これからも、子ども達にとって身近で相談しやすく、そして、愛称のとおり、みん

なが「ポカポカ」した「心（こころ）」になれるよう、相談室の活動を続けていきます。 

（森本子どもオンブズマン） 



付録 ： 分類一覧

【受付に関わる分類】

新規相談者の属性 何についての相談か？

誰からの相談か？ どんなことで困っているのか？ ※3

子ども いじめ(疑い含む)

子ども以外（大人・関係機関） 交友関係（いじめ以外）

不明 不登校

学業

進路・将来

その他の学校生活

虐待（不適切な取り扱いを含む）

誰についての相談か？ 体罰（暴力・暴言を含む）

誰が困っているのか？ ※1 ※2 教職員等の指導・対応

自分のこと 行政機関・その他の機関の対応

家族（きょうだい）のこと 心身

友だちのこと 発達

その他の子どものこと 性

不明 家庭・家族

労働・アルバイト

※1   属性が子どもの場合のみ選択する SNS・インターネット

※2   権利侵害を受けている対象は誰か？ 差別

制度改善

子育て

その他

主訴不明

※3  権利侵害であると感じていることは何か？

　　　 救済を求めていることは何か？



【活動・対応に関わる分類】

対応方法 対応の相手 活動分類 ※4

電話 本人 相談

メール 家族 関係機関初回相談

フォーム 学校関係者 連絡・打合せ

手紙 関係機関（学校関係者以外） 調整

オンブズ手紙 相談者子ども 助言

オンライン 相談者大人 申立て

来室 その他 調査・調整(申立てに基づく)

訪問 不明 意見の表明

その他 要請

照会

他機関紹介

相談者属性 コンサルテーション

新規/継続の別 本人 その他

新規 父親 不明

継続 母親

年度継続 親以外の家族 ※4   関係機関の場合、「相談」と

その他子ども 　　　「他機関紹介」は選択しない

その他大人

不明

関係機関種別

学校

幼稚園、保育園

対象となる子どもの学年 児童館、学童クラブ、キッズ・プラザ

未就学児 すこやか福祉センター

小１ 児童相談所

小２ 教育委員会

小３ 教育センター

小４ 区関係課

小５ 学習塾・習い事・スポーツクラブ等

小６ 福祉オンブズマン

小学生学年不明 医療機関

中１ 図書館

中２ その他

中３ 不明

中学生学年不明

高１

高２

高３

高校生学年不明

所属なし

不明



Ⅲ 普及啓発活動

１ 子ども相談室ワークショップ 

２ 子どもの権利の日フォーラムなかの 202４ 

３ 講師派遣 

４ 視察受入れ 

５ 外部研修等への参加 

６ 関係機関との関わりなど 

７ アウトリーチ活動 

８ 普及啓発ツール 

９ まとめ 
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Ⅲ 普及啓発活動 

１ 子ども相談室ワークショップ 

  募集期間：令和 6年 6月 6日から 7月 12日 

  応募資格：中野区在住、在学の小学校 4年生から高校 3年生 

  参加人数：27名（小学生 10名、中学生 17名） 

  実施日時：令和 6年 7月 27日、7月 31日、8月 3日、11月 9日、 

11月 16日 全 5回 

 

昨年度に引き続き子ども相談室が主催するワークショップを実施しました。 

今年は「子どもの権利の普及啓発」をテーマに、集まってくれた２７名のメンバーが、

子どもの権利を学び、子ども相談室や子どもの権利を広めるアイデアを一緒に考え

てくれました。 

子どもの権利を広めるための方法として、３つの班に分かれ、子ども相談室の広報

誌「ポカコロだより」を作成しました。 

作成した「ポカコロだより」は、令和 6 年 11 月 16 日に行われた「子どもの権利の

日フォーラムなかの 2024」で発表し、区内の児童、生徒たちに配布しました。 
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２ 子どもの権利の日フォーラムなかの 202４ 

主催： 中野区子ども教育部 子ども・教育政策課 

会場： 教育センター分室地下 1階、3階、早稲田通り公園 

 

日  時 令和６年 11月 1６日（土）13:００～1６:００ 

内  容 ○子どもの権利の日フォーラムなかの２０２４ 

・令和５年度子どもオンブズマン活動報告 

  石川子どもオンブズマン、時田専門員 

・パネルディスカッション 

  野村子どもオンブズマン、子どもの権利委員会 内田塔子会長、

中野区ハイティーン会議メンバー４名 

・子ども相談室ワークショップ発表 

  森本子どもオンブズマン、ワークショップメンバー 

〇おもちゃづくりワークショップ 

「紙のお皿でつくろう！あそぼう！」 

協力：こども教育宝仙大学 林 隆嗣教授 

〇出張プレーパーク 

協力：一般社団法人探求あそび場づくりの輪 

参加者数 延べ 171名（うちプレーパーク参加者 55名） 

 

子どもの権利条例において定めた「中野区子どもの権利の日」に合わせて、普及啓

発事業を実施しています。 

令和 6 年度は、子ども相談室がある教育センター分室と隣接する早稲田通り公園

を会場に、子どもから大人まで参加できるコンテンツを、区内の大学や団体等にご協

力いただき、実施しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

パネルディスカッション 出張プレーパーク 
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３ 講師派遣 

 

 

４ 視察受入れ 

 

 

 

 

 

日  程 研修名等 講  師 受講者数 

令和 6年 

5月 21日 
区新規採用職員研修 事務局職員 140名 

6月 15日 大和児童館運営協議会 
石川 

子どもオンブズマン 
17名 

6月 28日 図書館職員研修 
石川 

子どもオンブズマン 
21名 

9月 28日 大和青少年育成地区委員会 事務局職員 25名 

1１月２８日 児童館等職員研修 
石川 

子どもオンブズマン 
42名 

12月 5日 明和中学校区地区懇談会 
森本 

子どもオンブズマン 
26名 

令和 7年 

1月 6日 

実務研修（人権セミナー） 

※区係長級職員対象研修 

事務局職員 

※e-ラーニング形式 
143名 

1月 25日 南中野児童館運営協議会 
野村 

子どもオンブズマン 
20名 

3月 15日 北原児童館運営協議会 
野村 

子どもオンブズマン 
２０名 

日  程 団 体 等 

令和 6年 

5月 14日 
 長野市こども未来部子ども政策課 

6月 11日 武蔵野市子ども家庭部子育て支援課 

7月 10日 杉並区子ども家庭部管理課 

9月 12日 江東区こども未来部こども家庭支援課 

10月 15日 韓国・国家人権委員会 
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５ 外部研修等への参加 

（１）「地方自治と子ども施策」全国自治体シンポジウム 2024名古屋 

主催： 「地方自治と子ども施策」全国自治体シンポジウム 2024名古屋実行委員会、

名古屋市 

会場： 鯱城ホール（1日目）、ウインクあいち（2日目） 

 

■シンポジウム 

日  時 令和 7年 2月 22日（土）1４:00～1６:50 

内  容 ○開催自治体報告 

○シンポジウム 

 「子どもの最善の利益原則に基づく子ども施策の創出」 

  子どもの権利を実現する文化及び社会の構築を目指して 

報告自治体 松本市、世田谷区、中野区 

子ども参加の活動報告 なごや高校生まちづくりプロジェクト 

○特別報告 

 「地方自治と子ども施策」全自治体調査結果報告 

内田 塔子准教授（東洋大学） 

○ディスカッション 

コーディネーター 半田 勝久教授（日本体育大学）、谷口 由希子

准教授（名古屋市立大学） 

参加者 子どもオンブズマン 2名 

子ども教育部 子ども・教育政策課（事務局職員） ３名 

 

■分科会 

日  時 令和 7年 2月 23日（日）１０：００～１５：00 

内  容 ○ 第一分科会 子どもの相談・救済 

○ 第二分科会 子どもの虐待防止 

○ 第三分科会 子どもの居場所 

○ 第四分科会 子ども参加 

○ 第五分科会 子ども計画 

○ 第六分科会 子ども条例 

参加者 子どもオンブズマン 2名、専門員 2名 

子ども教育部 子ども・教育政策課（事務局職員含む） ３名 
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（２）子どもの相談・救済に関する関係者会議 

主催： 「地方自治と子ども施策」全国自治体シンポジウム 2024 名古屋実行委員

会・名古屋市 

会場： 名古屋市高齢者就業支援センター大会議室 

 

日  時 令和 7年 2月 24日（月）1０:00～1６:00 

内  容 ○参加自治体・機関の紹介 

○事例報告及びディスカッション 

・中野区子どもオンブズマン（中野区子ども相談室「ポカコロ」） 

・川西市子ども人権オンブズパーソン 

○子どもの相談・救済機関が担う諸課題について 

○参加自治体からの情報・意見交換 など 

参加者 子どもオンブズマン 2名、専門員 2名 

 

 

（３）外部研修や講演会、会議等への参加 

日  程 内  容 

令和 6年 

6月 24日 

中野区子どもの権利擁護推進研修 

「子どものアドボカシーってなんだろう？～養育家庭や施設におけ

る権利擁護の推進について～」 

9月 14日 

子どもの権利条約総合研究所公開研究会 

「子どもにやさしい相談窓口・手続きのあり方とは？～海外の指針

を踏まえて～」 

10月 5日 子どもの相談・救済機関首都圏フォーラム 

10月 9日 

中野区児童福祉課 児童福祉専門研修 

「なぜ子どもの“声”を聴くのか 権利とウェルビーングの視点か

ら」 

10月 10日 
中野区社会福祉協議会 

「上鷺宮地域懇談会」 

10月 12日 
中野区児童相談所 

「中野区養育家庭（里親）体験発表会」 

10月 30日 
中野区地域包括ケア推進課 

第 1回中野区ヤングケアラー支援連絡会 

10月 31日 
中野区社会福祉協議会 

第 1回ほっとネット連絡会 
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11月 7日 
中野区ファミリー・サポート事業 

協力会員講座「中野区の子育て支援について」 

11月 9日 子どもの権利条約フォーラム 2024in東京 

11月 21日 
令和 6年度 精神保健福祉講座 

子どものゲーム依存～メカニズムと予防・対応～ 

11月 24日 
中野区育成活動推進課 

「中野区ハイティーン会議報告会」 

11月 29日 

子どもの声を聴く研修会 

「災害後、わたしたちはどのように子どもの声を聴くことができるの

か～岩手県立児童館に学ぶ遊びを通した子どもの回復～」 

主催：子どもの声を聴く研修会実行委員会 

共催：世田谷区子どもの権利擁護機関せたがやホッと子どもサポ

ート（せたホッと） 

１１月 2９日 
中野区子どもの権利擁護推進研修 

子どもの権利擁護とアドボカシー（第一回） 

12月 5日 多文化キッズコーディネーター研修 

12月 7日 
子どもの権利条約総合研究所公開研究会 

「子どもの意見表明・参加の権利をめぐる課題と展望」 

12月１４日 
中野区ひとり親家庭支援事業 

「ひとり親家庭のための家計改善とライフプラン」講演会 

12月１４日 
中野区非行を生まない社会づくり連絡会 

「第３６回中学生意見発表会」 

１２月１４日 

第１０回 子ども支援者交流会 2024 

「子どもの権利の視点から、子ども支援の今後を考える～子ども

の意見表明保障を軸として～」 

12月 27日 
中野区子どもの権利擁護推進研修 

子どもの権利擁護とアドボカシー（第二回） 

令和 7年 

１月 21日 
中野中学校区地域懇談会 

１月２４日 中野中学校公開授業・研究発表会 

１月２９日 
中野区社会福祉協議会 

北部地域懇談会 

１月３１日 
中野区子どもの権利擁護推進研修 

子どもの権利擁護とアドボカシー（第三回） 

２月９日 第３回プレーパーク普及啓発講演会 
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６ 関係機関との関わりなど 

（１）イベントへの参加 

日程 内容 参加者 

令和６年 

７月２０日 

野方児童館 

「こどもフェスティバル」 

子どもオンブズマン 

専門員 

事務局 

令和７年 

３月２日 

なかの ZERO 

「なかの ZERO こどもカーニバル２０２５」 

子どもオンブズマン 

専門員 

 

 

（２）その他 

  以下の関係機関について、訪問、視察等を通じ情報交換を行いました。 

 ・中野区ヤングケアラーコーディネーター（地域包括ケア推進課） 

 ・中野区子どもソーシャルワーカー、ひとり親家庭相談専門員（子育て支援課） 

 ・中野区スクールソーシャルワーカー、中野区教育相談室（指導室） 

 ・中野区国際交流協会 

 ・中野区若者フリースペースまごころドーナツ 

 ・世田谷区子どもの人権擁護機関せたがやホッと子どもサポート         など 

 

 

 

 

 

 

 

 

「子どもの遊びへのかかわり方」 

２月２８日 

こどもほっとネット inなかの勉強会 

「子どもが本音で過ごせる居場所になるには～子どもの変化を見

逃さないために～」 

３月７日 

第５回自治体職員向け研修 

「子どもの権利救済機関と子どもの最善の利益～子どもの意見を

聴かれる権利の保障の視点から～」 
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７ アウトリーチ活動 

 子どもがいる場所へ出向き、子どもたちとの遊びなどを通じ、子ども相談室の周知

をするとともに、相談ニーズのある子どもと繋がり、その場で話を聴いたり子ども相

談室への相談に繋げていくアウトリーチ活動を令和６年度より開始しました。 

 近隣の野方児童館、大和児童館にご協力いただき、週１回程度、専門員が訪問を続

けました。また、活動を知った他の児童館からもお誘いいただくようになり、頻度は少

ないですが訪問先を徐々に拡大しました。 

 また、上高田台公園で活動しているプレーパーク団体「夢発見！草っパラダイス」か

らご提案いただき、プレーパークの一角で出張相談も実施しました。 

 

 

 

 

 

 

８ 普及啓発ツール 

【配布による普及啓発】 

項  目 
配布 

時期 
対  象 配布方法 

子ども相談室周知カード／子

ども相談室リーフレット／子ど

もの権利に関する条例リーフ

レット（小学校１～３年生版、小

学校４～６年生版、中学生・高

校生版） 

4月 区内の小・中・高等学校

（区・国・都・私立）、特別支

援学校、幼稚園（区立）、認

可保育園（区立）、関係機関 

等 

※子どもの権利に関する条

例リーフレットは、小学校１

年生、小学校４年生、中学校

１年生、高校１年生に配布 

交換便 

郵便 

「ポカコロだより」（第６号） ９月 区内の小・中学校（区・国・

都・私立）、特別支援学校、

幼稚園（区立）、認可保育園

（区立）、関係機関 等 

電子配信 

交換便 

郵便 

中野区子どもオンブズマンお

手紙相談 

9月 区内の小・中・高等学校

（区・国・都・私立）、児童館、

図書館 等 

交換便 

郵送 

訪問先 回数 

児童館、キッズプラザ ９４回 

出張プレーパーク １９回 

その他（子育て支援団体等） １６回 
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「ポカコロだより」（臨時号） １月 区内の小・中・高等学校

（区・国・都・私立）、特別支

援学校、幼稚園（区立）、認

可保育園（区立）、関係機関 

等 

電子配信 

交換便 

郵便 

 

 

【子ども相談室周知カード】 

 

 

 

 

 

 

 

 

【子ども相談室リーフレット】 
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【子どもの権利に関する条例リーフレット】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【中野区子どもオンブズマンお手紙相談】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※中野区ホームページより内容をご覧いた

だけます。 
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【ポカコロだより（第 6号）】 
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【ポカコロだより（臨時号）】 
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９ まとめ 

 

子どもの権利の普及啓発ということ   

中野区子どもオンブズマンや子ども相談室「ポカコロ」が、子どもたちを権利侵害

から守るための存在であること、そのために何を、どのように「する」ところかについて、

広く、子どもたちに知ってもらうこと。こうした「広報」は、普及啓発の一つです。子ども

が、中野区子どもオンブズマンやポカコロをいつでも頭の片隅において、何か困った

ときに思い出してもらうことは、子どもの権利救済の第一歩で、とても大切なことです。 

他方で、子どもが、日常の中で、権利が侵害されていることに気づくことも大事なこ

とです。子どもが（大人も）、日常に生じる「違和感」を権利侵害と認識することはなか

なか難しいものです。そうであればこそ、なおさら、子どもが自分にはどういう権利が

あるか、どういうことが自分の権利侵害に当たるのかについて知ることはとても大切

なことです。 

また、子どもの権利が侵害されたときに救済されなければならないのは当然のこと

ですが、他方で、子どもの権利には、「これを促進する」という側面があることを意識

しておく必要があります。私たちの社会では、例えば、まだまだ子どもの意見の尊重

が理解されておらず、子ども参加の取組みが十分ではありません。こうした現状を子

どもの権利侵害とみることもできますが、子どもが自分に自信を持ったり（自己肯定

感）、子どもが「自分は権利の主人公」だという実感を持つ（子どもの権利主体性の認

識）ということの大切さも考えると、むしろ、子どもの権利を促進するという観点で、文

化的に、子どもの権利を進めていく必要があります。 

中野区子どもオンブズマン・子ども相談室の「普及啓発活動」は、そうした意味を踏

まえて行われているものです。 

 

子どもの権利を促進する   

①子ども相談室ワークショップ、②子どもの権利の日フォーラムなかのなどは、こう

した子どもの権利の促進という意義を踏まえて行われたものです。 

子どもワークショップは、①子どもたちが「意見を言ってもいいんだ」と思えるように

なること、②子どもたちの意見が形になって実現（反映）すること、③子どもの意見を

尊重することを通じて、子どもとの関係で大人が変わらなければならないということ

を実感すること、等を目的としています。また、子どもの意見の反映を含む子ども参

加を文化として考え、こうした文化の醸成を図ることも大切だと考えています。 

２０２４年度の子ども相談室ワークショップは、子どもたちと子どもの権利を学び、日

常の中に子どもの権利に関わる問題があることを知るところから始めました。こうした

ワークショップのツールとして、子どもの権利条約関西ネットワークが開発した「なん

でやねんすごろく」は有効で、すごろく遊びを通じて、日常にある子どもの権利を考え、



- 43 - 

 

自分たちの「なんでやねん」を発見しました。そして、これを寸劇にし、さらにこれを絵

に描いてもらい4コマ漫画を作りました。作ったものが形になることが大切であること

から、これを含んだポカコロだよりの臨時号を作成し、11月 16日に行われた「子ども

の権利の日フォーラムなかの 2024」で、酒井区長を前に発表するとともに、区内の

児童、生徒たちに配信・配付しました。 

本年度の「子どもの権利の日フォーラムなかの」では、子どもオンブズマンの活動報

告に加えて、恒例となってきている、上で述べた子どもたちの子ども相談室ワークショ

ップ報告、そして、子どもの権利委員会（内田塔子会長）、中野区ハイティーン会議メ

ンバー（４人）と、子どもオンブズマンのパネルディスカッションを行いました。ハイティ

ーン会議の報告会を目前にしたパネルディスカッションでしたので、ハイティーン会議

の取組みを彼らの意見として聴かせてもらった上で、「子どもにやさしいまちは大人に

も優しいか」という難しいテーマを、それぞれに意見を述べ合い、相互に考え合いまし

た。簡単に答えの出るテーマではありませんでしたが、それぞれ子どもにやさしいまち

とは何か、そのために何をすればよいのか、大人も、子どもも考える機会になりました。 

 

子どもオンブズマン・子ども相談室を知ってもらうために   

子どもオンブズマンの「広報」が大切であることはいうまでもありません。子どもオ

ンブズマンは子ども相談室ポカコロが知られていないと、子どもたちから相談しても

らうことができません。知っていても、かんじんなときに思い出してもらえないと、子ど

もたちの相談の機会をなくしてしまうことにもなります。 

野方児童館の「こどもフェスティバル」、なかの ZERO の「なかの ZERO こどもカ

ーニバル２０２５」に参加させてもらうなど、知ってもらう試みも増えてきています。あ

らゆる機会を通じて、広報に努めることは、とても大切なことです。そうした中、児童

館等へのアウトリーチ活動は少し軌道に乗ってきました。児童館等は、子どもたちの

素直な姿の出る場所です。そうした児童館で、ポカコロがあることを子どもたちに伝

えられたことは重要なことでした。こちらから足を運んだことで、子どもオンブズマン

がいること、ポカコロという子ども相談室が身近にあることを伝えることが少しできま

した。また、相談ニーズのある子どもに出会えたことは大きな成果だと考えています。

さらに、力を入れていく必要性を実感しました。 

相談につながるという意味では、普及啓発ツールも大切です。いろいろなことに取

り組んだことは上で見たとおりですが、「中野区子どもオンブズマンお手紙相談」によ

る相談が拡大したことは大きな成果でした。ただ、深刻だと思われる相談であっても、

返信の宛先に返事を送ることができなかったり、相談してくれた子どもにつながること

が難しい場合もあり、課題も見えてきています。相談しにくいと思っていたり、相談に

躊躇している子どもからの相談にハードルを下げたことは重要なことだと思いますの

で、課題を解決し、相談してくれた子どもにつながる努力を続けたいと思います。 
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講師派遣などにも務めました。こうした取組みは、特に大人への子どもの権利の普

及啓発にも当たりますが、子どもオンブズマン・子ども相談室ポカコロを知ってもらう

機会にもなっています。声をかけていただく機会も増えていますので、要望に応じら

れるように取り組んでいきたいと思います。 

 

子どもオンブズワークを目指して   

子どもオンブズマンの取組みは、これまでになかった、しかし、子どもの権利保障に

とってとても大切な取組みです。今までにないことから、これまでにある言葉に当ては

めることができず、「オンブズワーク」などと言っています。私たちは、オンブズワークを

大事なものとして、普及啓発、広報に務める他、子どもオンブズマンも、専門員も、そ

れぞれの専門性をいかしつつ、限界も踏まえて、子どもオンブズワークの専門家とし

て、自らも研修に努める必要があります。そうしたことから、外部研修や、子どもの相

談・救済に関する関係者会議に参加するなど、他の自治体の子どもオンブズマン（子

どもの権利擁護委員、子どもの権利救済委員）との経験交流にも努めました。これか

らもこうした機会を多く持っていきたいと思います。 

（野村子どもオンブズマン） 



 

 

 

Ⅳ 参考資料 

 

１ 中野区子どもの権利に関する条例 

２ 中野区子どもの権利に関する条例施行規則 
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１  中野区子どもの権利に関する条例  

 

 

中
なか

野
の

区
く

子
こ

ど も の 権
けん

利
り

に 関
かん

す る 条
じょう

例
れい

 

 

目
もく

次
じ

 

 前
ぜん

文
ぶん

 

 第
だい

１ 章
しょう

 総
そう

則
そく

（ 第
だい

１ 条
じょう

― 第
だい

８ 条
じょう

）  

 第
だい

２ 章
しょう

 子
こ

ど も の 権
けん

利
り

の 保
ほ

障
しょう

（ 第
だい

９ 条
じょう

― 第
だい

１ ２ 条
じょう

）  

 第
だい

３ 章
しょう

 子
こ

ど も に や さ し い ま ち づ く り の 推
すい

進
しん

（ 第
だい

１ ３ 条
じょう

― 第
だい

１ ９ 条
じょう

）  

 第
だい

４ 章
しょう

 子
こ

ど も に 関
かん

す る 取
とり

組
くみ

の 推
すい

進
しん

お よ び 検
けん

証
しょう

（ 第
だい

２ ０ 条
じょう

― 第
だい

２ ３ 条
じょう

） 

 第
だい

５ 章
しょう

 子
こ

ど も の 権
けん

利
り

の 相
そう

談
だん

お よ び 侵
しん

害
がい

か ら の 救
きゅう

済
さい

（ 第
だい

２ ４ 条
じょう

― 第
だい

２ ７

条
じょう

）  

 第
だい

６ 章
しょう

 雑
ざっ

則
そく

（ 第
だい

２ ８ 条
じょう

）  

 附
ふ

則
そく

 

 子
こ

ど も は 、 権
けん

利
り

の 主
しゅ

体
たい

で あ り 、 一 人
ひ と り

の 人
にん

間
げん

と し て そ の 尊
そん

厳
げん

が 尊
そん

重
ちょう

さ れ 、 そ

の 権
けん

利
り

が 保
ほ

障
しょう

さ れ ま す 。全
すべ

て の 人
ひと

は 、生
う

ま れ な が ら に し て 幸
しあわ

せ に 生
い

き る た め

の 権
けん

利
り

を 持
も

っ て い ま す 。こ の 権
けん

利
り

は 、子
こ

ど も で あ る こ と を 理
り

由
ゆう

に 侵
しん

害
がい

さ れ る こ

と が あ っ て は な り ま せ ん 。  

 今
いま

、 い じ め や 虐
ぎゃく

待
たい

、 貧
ひん

困
こん

な ど 困
こん

難
なん

な 状
じょう

況
きょう

に あ る 子
こ

ど も が い ま す 。 多
た

様
よう

な

背
はい

景
けい

を 持
も

ち 、 そ れ が 理
り

解
かい

さ れ ず に 苦
くる

し ん で い る 子
こ

ど も も い ま す 。  

 子
こ

ど も に と っ て 、子
こ

ど も な ら で は の 権
けん

利
り

が 保
ほ

障
しょう

さ れ る こ と も 大
たい

切
せつ

で す 。 私
わたし

た ち は 、 だ れ 一 人
ひ と り

取
と

り 残
のこ

す こ と な く 、 全
すべ

て の 子
こ

ど も が 幸
しあわ

せ に 生
い

き て い け る よ

う 子
こ

ど も の 権
けん

利
り

を 保
ほ

障
しょう

し ま す 。 私
わたし

た ち は 、 子
こ

ど も の 命
いのち

と 健
けん

康
こう

を 守
まも

り 、 そ の

成
せい

長
ちょう

を 応
おう

援
えん

し ま す 。 私
わたし

た ち は 、 子
こ

ど も の 声
こえ

に 耳
みみ

を か た む け 、 そ の 意
い

見
けん

、 考
かんが

え 、思
おも

い を 受
う

け 止
と

め 、こ れ を 尊
そん

重
ちょう

し 、子
こ

ど も と 一
いっ

緒
しょ

に 、子
こ

ど も に と っ て 最
もっと

も

善
よ

い こ と を 第
だい

一
いち

に 考
かんが

え ま す 。  

 私
わたし

た ち は 、 子
こ

ど も を パ ー ト ナ ー と し て 、 ま ち 全
ぜん

体
たい

で 子
こ

ど も の 成
せい

長
ちょう

を 支
ささ

え 、

子
こ

ど も の 権
けん

利
り

を 保
ほ

障
しょう

す る 、 子
こ

ど も に や さ し い ま ち 中
なか

野
の

を つ く っ て い き ま す 。

子
こ

ど も に や さ し い ま ち は 、 全
すべ

て の 人
ひと

に や さ し い ま ち で す 。  
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 子
こ

ど も の み な さ ん 、迷
まよ

う こ と や 困
こま

っ た こ と が あ っ た ら 、周
まわ

り の 大 人
お と な

に 相
そう

談
だん

し

て み て く だ さ い 。相
そう

談
だん

を す る こ と は 、悪
わる

い こ と で は あ り ま せ ん 。あ な た は 、一 人
ひ と り

で は あ り ま せ ん 。 私
わたし

た ち 大 人
お と な

は 、あ な た の 意
い

見
けん

、 考
かんが

え 、思
おも

い を 受
う

け 止
と

め 、あ

な た の 立
たち

場
ば

に 寄
よ

り そ い 、あ な た に と っ て 最
もっと

も 善
よ

い こ と を 一
いっ

緒
しょ

に 考
かんが

え ま す 。あ

な た の こ と を 応
おう

援
えん

し て い る 人
ひと

が い る こ と を 忘
わす

れ な い で く だ さ い 。  

 日
に

本
ほん

は 、世
せ

界
かい

の 国
くに

々
ぐに

と 、子
こ

ど も の 権
けん

利
り

条
じょう

約
やく

を 結
むす

ん で い ま す 。こ の 条
じょう

約
やく

で は 、

「 命
いのち

を 守
まも

ら れ 、 成
せい

長
ちょう

で き る こ と 」、「 意
い

見
けん

を 表
ひょう

明
めい

し 、 参
さん

加
か

で き る こ と 」、「 子
こ

ど も に 関
かん

す る こ と が 行
おこな

わ れ る と き は 、 そ の 子
こ

ど も に と っ て 最
もっと

も 善
よ

い こ と が

考
かんが

え ら れ る こ と 」、「 差
さ

別
べつ

を さ れ な い こ と 」な ど の 子
こ

ど も の 権
けん

利
り

を 保
ほ

障
しょう

す る こ

と を 約
やく

束
そく

し ま し た 。 私
わたし

た ち は 、こ の 約
やく

束
そく

を 守
まも

る た め 、全
ぜん

力
りょく

を つ く さ な け れ ば

な り ま せ ん 。  

 こ こ に 、子
こ

ど も の 権
けん

利
り

条
じょう

約
やく

の 精
せい

神
しん

に の っ と り 、子
こ

ど も の 今
いま

と 未
み

来
らい

の た め に 、

子
こ

ど も の 権
けん

利
り

を 保
ほ

障
しょう

し 、 子
こ

ど も に や さ し い ま ち づ く り を 推
すい

進
しん

す る こ と を 宣
せん

言
げん

し 、 こ の 条
じょう

例
れい

を 制
せい

定
てい

し ま す 。  

   第
だい

１ 章
しょう

 総
そう

則
そく

 

 （ 目 的
もくてき

）  

第
だい

１ 条
じょう

 こ の 条
じょう

例
れい

は 、 中
なか

野
の

区
く

（ 以 下
い か

「 区
く

」 と い い ま す 。） に 関
かか

わ る 全
すべ

て の 人
ひと

が 子
こ

ど も の 権
けん

利
り

の 尊
そん

重
ちょう

の 理
り

念
ねん

を 持
も

ち 、 そ れ ぞ れ の 生
せい

活
かつ

や 活
かつ

動
どう

に 生
い

か す こ と

に よ り 、 子
こ

ど も の 権
けん

利
り

を 保
ほ

障
しょう

し 、 も っ て 子
こ

ど も に や さ し い ま ち づ く り を 推
すい

進
しん

す る こ と を 目
もく

的
てき

と し ま す 。  

 （ 用
よう

語
ご

の 意
い

味
み

）  

第
だい

２ 条
じょう

 こ の 条
じょう

例
れい

に お い て「 子
こ

ど も 」と は 、区
く

内
ない

に 在
ざい

住
じゅう

し 、在
ざい

学
がく

し 、ま た は

在
ざい

勤
きん

す る 等
とう

、区
く

内
ない

に お い て 生
せい

活
かつ

し 、活
かつ

動
どう

す る １ ８ 歳
さい

未
み

満
まん

の 人
ひと

、お よ び こ れ ら

の 人
ひと

と 等
ひと

し く 権
けん

利
り

を 認
みと

め る こ と が 適
てき

当
とう

と 認
みと

め る 人
ひと

の こ と を い い ま す 。  

２  こ の 条 例
じょうれい

に お い て 「 保
ほ

護
ご

者
しゃ

」 と は 、 子
こ

ど も の 親
おや

お よ び 里
さと

親
おや

そ の 他
た

子
こ

ど も

の 親
おや

に 代
か

わ り 養
よう

育
いく

す る 人
ひと

の こ と を い い ま す 。  

３  こ の 条
じょう

例
れい

に お い て「 区
く

民
みん

」と は 、区
く

内
ない

に お い て 、在
ざい

住
じゅう

し 、も し く は 在
ざい

勤
きん

し て い る 人
ひと

、事
じ

業
ぎょう

を 営
いとな

ん で い る 人
ひと

（ 以 下
い か

「 事
じ

業
ぎょう

者
しゃ

」と い い ま す 。）ま た は

在
ざい

学
がく

し て い る 人
ひと

お よ び 保
ほ

護
ご

者
しゃ

の こ と を い い ま す 。  

４  こ の 条
じょう

例
れい

に お い て「 育
そだ

ち 学
まな

ぶ 施
し

設
せつ

」と は 、区
く

内
ない

の 学
がっ

校
こう

、専
せん

修
しゅう

学
がっ

校
こう

ま た は

各
かく

種
しゅ

学
がっ

校
こう

、児
じ

童
どう

福
ふく

祉
し

施
し

設
せつ

そ の 他
た

子
こ

ど も が 育
そだ

ち 、学
まな

ぶ た め に 利
り

用
よう

す る 施
し

設
せつ

の こ
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と を い い ま す 。  

５  こ の 条
じょう

例
れい

に お い て 「 団
だん

体
たい

」 と は 、 区
く

内
ない

に お い て 、 子
こ

ど も が 育
そだ

ち 、 学
まな

ぶ た

め の 活
かつ

動
どう

を 行
おこな

う 団
だん

体
たい

の こ と を い い ま す 。  

６  こ の 条
じょう

例
れい

に お い て 「 子
こ

ど も の 権
けん

利
り

条
じょう

約
やく

」 と は 、 児
じ

童
どう

の 権
けん

利
り

に 関
かん

す る 条
じょう

約
やく

の こ と を い い ま す 。  

 （ 基
き

本
ほん

理
り

念
ねん

）  

第
だい

３ 条
じょう

 子
こ

ど も の 権
けん

利
り

の 保
ほ

障
しょう

は 、 次
つぎ

に 定
さだ

め る 考
かんが

え 方
かた

を 基
き

本
ほん

理
り

念
ねん

と し ま す 。  

 ⑴  子
こ

ど も は 、 そ の 命
いのち

が 守
まも

ら れ 、 心 身
しんしん

や 尊
そん

厳
げん

が 傷
きず

つ け ら れ る こ と な く 、 愛
あい

情
じょう

と 理
り

解
かい

を も っ て 育
はぐく

ま れ る こ と 。  

 ⑵  子
こ

ど も は 、そ の 意
い

見
けん

、 考
かんが

え 、思
おも

い（ 以
い

下
か

「 意
い

見
けん

等
とう

」と い い ま す 。）を 表
ひょう

明
めい

す る こ と が で き 、 自
じ

分
ぶん

に 関
かん

係
けい

の あ る こ と に つ い て そ の 意
い

見
けん

等
とう

が 尊
そん

重
ちょう

さ

れ る こ と 。  

 ⑶  子
こ

ど も に 関
かん

係
けい

の あ る あ ら ゆ る こ と に つ い て 、 子
こ

ど も に と っ て 最
もっと

も 善
よ

い

こ と は 何
なに

か を 第
だい

一
いち

に 考
かんが

え る こ と 。  

 ⑷  子
こ

ど も は 、 一 人
ひ と り

ひ と り の 個
こ

性
せい

が 尊
そん

重
ちょう

さ れ 、 だ れ 一 人
ひ と り

取
と

り 残
のこ

さ れ る こ と

な く そ の 権
けん

利
り

が 保
ほ

障
しょう

さ れ る こ と 。  

 （ 区
く

の 役
やく

割
わり

）  

第
だい

４ 条
じょう

 区
く

は 、 あ ら ゆ る 取
とり

組
くみ

を 行
おこな

う こ と に よ り 子
こ

ど も の 権
けん

利
り

を 保
ほ

障
しょう

し 、 子
こ

ど も に や さ し い ま ち づ く り を 推
すい

進
しん

す る も の と し ま す 。  

２  区
く

は 、 子
こ

ど も の 権
けん

利
り

の 保
ほ

障
しょう

に つ い て 、 区
く

民
みん

、 育
そだ

ち 学
まな

ぶ 施
し

設
せつ

お よ び 団
だん

体
たい

と

協
きょう

力
りょく

す る と と も に 、 そ の 活
かつ

動
どう

を 支
し

援
えん

す る も の と し ま す 。  

３  区
く

は 、子
こ

ど も の 権
けん

利
り

の 保
ほ

障
しょう

に つ い て 、国
くに

、東
とう

京
きょう

都
と

、他
た

の 区
く

市
し

町
ちょう

村
そん

等
とう

に 必
ひつ

要
よう

な 協 力
きょうりょく

を 求
もと

め る こ と に よ り 、子
こ

ど も の 権
けん

利
り

が 広
ひろ

く 保
ほ

障
しょう

さ れ る よ う 働
はたら

き

か け を 行
おこな

う も の と し ま す 。  

４  区
く

は 、こ の 条
じょう

例
れい

に よ る 子
こ

ど も の 権
けん

利
り

の 尊
そん

重
ちょう

の 理
り

念
ねん

が 広
ひろ

ま り 、区
く

民
みん

、育
そだ

ち

学
まな

ぶ 施
し

設
せつ

お よ び 団
だん

体
たい

が 子
こ

ど も の 権
けん

利
り

に つ い て の 理
り

解
かい

を 深
ふか

め る こ と が で き る

よ う 、 そ の 考
かんが

え 方
かた

を 広
ひろ

め て い く も の と し ま す 。  

 （ 区
く

民
みん

の 役
やく

割
わり

）  

第
だい

５ 条
じょう

 区
く

民
みん

は 、子
こ

ど も の 権
けん

利
り

に つ い て の 理
り

解
かい

を 深
ふか

め 、こ れ を 保
ほ

障
しょう

す る よ う
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努
つと

め る も の と し ま す 。  

２  区
く

民
みん

は 、地
ち

域
いき

社
しゃ

会
かい

に お け る 子
こ

ど も の 権
けん

利
り

の 保
ほ

障
しょう

の 重
じゅう

要
よう

性
せい

を 理
り

解
かい

し 、子
こ

ど

も が す こ や か に 育
そだ

ち 、安 心
あんしん

し て 過
す

ご す こ と が で き る よ う 、地
ち

域
いき

社
しゃ

会
かい

全
ぜん

体
たい

で 子
こ

ど も を 見
み

守
まも

り 、 支
し

援
えん

す る よ う 努
つと

め る も の と し ま す 。  

３  区
く

民
みん

は 、区
く

、育
そだ

ち 学
まな

ぶ 施
し

設
せつ

お よ び 団
だん

体
たい

と 協 力
きょうりょく

し て 、子
こ

ど も の 権
けん

利
り

に つ い

て そ の 考
かんが

え 方
かた

を 広
ひろ

め て い く こ と に 努
つと

め る も の と し ま す 。  

 （ 育
そだ

ち 学
まな

ぶ 施
し

設
せつ

お よ び 団
だん

体
たい

の 役
やく

割
わり

）  

第
だい

６ 条
じょう

 育
そだ

ち 学
まな

ぶ 施
し

設
せつ

お よ び 団
だん

体
たい

は 、そ の 活
かつ

動
どう

に お い て 子
こ

ど も の 権
けん

利
り

を 保
ほ

障
しょう

す る よ う 努
つと

め る も の と し ま す 。  

２  育
そだ

ち 学
まな

ぶ 施
し

設
せつ

お よ び 団
だん

体
たい

は 、 子
こ

ど も の 権
けん

利
り

を 保
ほ

障
しょう

す る た め 、 区
く

お よ び 区
く

民
みん

と 協
きょう

力
りょく

す る よ う 努
つと

め る も の と し ま す 。  

 （ 事
じ

業
ぎょう

者
しゃ

の 役
やく

割
わり

）  

第
だい

７ 条
じょう

 事
じ

業
ぎょう

者
しゃ

は 、 そ の 従
じゅう

業
ぎょう

員
いん

が 子
こ

ど も の 権
けん

利
り

を 保
ほ

障
しょう

す る こ と が で き る

環
かん

境
きょう

を 整
ととの

え る よ う 努
つと

め る も の と し ま す 。  

２  事
じ

業
ぎょう

者
しゃ

は 、そ の 事
じ

業
ぎょう

が 子
こ

ど も の 権
けん

利
り

の 侵
しん

害
がい

に つ な が る こ と の な い よ う 適
てき

切
せつ

な 気
き

配
くば

り を 行
おこな

う よ う 努
つと

め る も の と し ま す 。  

３  事
じ

業
ぎょう

者
しゃ

は 、区
く

、区
く

民
みん

、育
そだ

ち 学
まな

ぶ 施
し

設
せつ

お よ び 団
だん

体
たい

と 協
きょう

力
りょく

し て 、そ の 事
じ

業
ぎょう

と し て 子
こ

ど も の 権
けん

利
り

を 保
ほ

障
しょう

す る た め の 活
かつ

動
どう

を し 、 こ れ を 推
すい

進
しん

す る よ う 努
つと

め

る も の と し ま す 。  

 （ 中
なか

野
の

区
く

子
こ

ど も の 権
けん

利
り

の 日
ひ

）  

第
だい

８ 条
じょう

 子
こ

ど も の 権
けん

利
り

に つ い て の 区
く

民
みん

の 理
り

解
かい

と 関
かん

心
しん

を 深
ふか

め る た め 、 中
なか

野
の

区
く

子
こ

ど も の 権
けん

利
り

の 日
ひ

（ 以
い

下
か

「 子
こ

ど も の 権
けん

利
り

の 日
ひ

」 と い い ま す 。） を 設
もう

け ま す 。  

２  子
こ

ど も の 権
けん

利
り

の 日
ひ

は 、１ １ 月
がつ

２ ０ 日
は つ か

（ 国
こく

際
さい

連
れん

合
ごう

総
そう

会
かい

に お い て 子
こ

ど も の 権
けん

利
り

条
じょう

約
やく

が 採
さい

択
たく

さ れ た 日
ひ

） と し ま す 。  

３  区
く

は 、 子
こ

ど も の 権
けん

利
り

の 日
ひ

の 目
もく

的
てき

に ふ さ わ し い 事
じ

業
ぎょう

を 広
ひろ

く 区
く

民
みん

等
とう

の 参
さん

加
か

を

求
もと

め て 行
おこな

う も の と し ま す 。  

   第
だい

２ 章
しょう

 子
こ

ど も の 権
けん

利
り

の 保
ほ

障
しょう

 

 （ あ ら ゆ る 場
ば

面
めん

に お け る 権
けん

利
り

の 保
ほ

障
しょう

）  

第
だい

９ 条
じょう

 子
こ

ど も は 、 家
か

庭
てい

、 育
そだ

ち 学
まな

ぶ 施
し

設
せつ

お よ び 団
だん

体
たい

の 活
かつ

動
どう

、 地
ち

域
いき

社
しゃ

会
かい

等
とう

、 あ
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ら ゆ る 場
ば

面
めん

に お い て 、 特
とく

に 次
つぎ

に 定
さだ

め る 権
けん

利
り

が 保
ほ

障
しょう

さ れ ま す 。  

 ⑴  身
しん

体
たい

的
てき

ま た は 精
せい

神
しん

的
てき

な 暴
ぼう

力
りょく

を 受
う

け な い こ と 。  

 ⑵  健
けん

康
こう

的
てき

な 生
せい

活
かつ

を し 、 必
ひつ

要
よう

な 医
い

療
りょう

、 行
ぎょう

政
せい

サ ー ビ ス 等
とう

を 受
う

け ら れ る こ と 。 

 ⑶  家
か

庭
てい

的
てき

な 環
かん

境
きょう

の も と で 育
そだ

つ こ と 。  

 ⑷  自
じ

分
ぶん

の 意
い

見
けん

等
とう

を 表
ひょう

明
めい

し 、 そ れ が 尊
そん

重
ちょう

さ れ る こ と 。  

 ⑸  学
まな

び 、休
やす

み 、お よ び 遊
あそ

ぶ こ と 。そ の た め に 必
ひつ

要
よう

な 環
かん

境
きょう

が 整
ととの

え ら れ る こ

と 。  

 ⑹  権
けん

利
り

を 持
も

つ 個
こ

人
じん

と し て 尊
そん

重
ちょう

さ れ 、 自
じ

分
ぶん

に つ い て の 情
じょう

報
ほう

を 知
し

る こ と 。  

 ⑺  失 敗
しっぱい

を し て も や り 直
なお

せ る こ と 。そ の た め に 必
ひつ

要
よう

な 環
かん

境
きょう

が 整
ととの

え ら れ る こ

と 。  

 ⑻  子
こ

ど も の 発
はっ

達
たつ

に 応
おう

じ て そ の プ ラ イ バ シ ー が 尊
そん

重
ちょう

さ れ る こ と 。  

 ⑼  家
か

庭
てい

の 環
かん

境
きょう

、経
けい

済
ざい

的
てき

な 状
じょう

況
きょう

、社
しゃ

会
かい

的
てき

身
み

分
ぶん

、国
こく

籍
せき

、人
じん

種
しゅ

、民
みん

族
ぞく

、文
ぶん

化
か

、

障
しょう

害
がい

の 有
う

無
む

、 性
せい

別
べつ

、 性
せい

自
じ

認
にん

、 性
せい

的
てき

指
し

向
こう

等
とう

に よ り 差
さ

別
べつ

を さ れ な い こ と 。  

 ⑽  子
こ

ど も で あ る こ と を 理
り

由
ゆう

に 不
ふ

当
とう

な あ つ か い を 受
う

け な い こ と 。  

２  区
く

、 区
く

民
みん

、 育
そだ

ち 学
まな

ぶ 施
し

設
せつ

お よ び 団
だん

体
たい

は 、 子
こ

ど も の 意
い

見
けん

等
とう

を 尊
そん

重
ちょう

す る と と

も に 、 そ の 意
い

見
けん

等
とう

が ど の よ う に 尊
そん

重
ちょう

さ れ て い る か を 子
こ

ど も に 分
わ

か り や す く

説
せつ

明
めい

す る よ う 努
つと

め る も の と し ま す 。  

３  区
く

は 、 子
こ

ど も の 権
けん

利
り

を 保
ほ

障
しょう

す る た め 、 必
ひつ

要
よう

な 取
とり

組
くみ

を 行
おこな

う も の と し ま す 。 

 （ 家
か

庭
てい

に お け る 権
けん

利
り

の 保
ほ

障
しょう

）  

第
だい

１ ０ 条
じょう

 保
ほ

護
ご

者
しゃ

は 、家
か

庭
てい

に お い て 、子
こ

ど も の 権
けん

利
り

を 保
ほ

障
しょう

す る た め 、特
とく

に 次
つぎ

に 定
さだ

め る こ と に つ い て 必
ひつ

要
よう

な 取
とり

組
くみ

を 行
おこな

う よ う 努
つと

め る も の と し ま す 。  

 ⑴  家
か

庭
てい

的
てき

な 環
かん

境
きょう

の も と で 愛
あい

情
じょう

を 受
う

け て 育
そだ

つ こ と 。  

 ⑵  子
こ

ど も の 発
はっ

達
たつ

に 応
おう

じ て 個
こ

人
じん

の 秘
ひ

密
みつ

が 守
まも

ら れ る こ と 。  

２  保
ほ

護
ご

者
しゃ

は 、 前
ぜん

項
こう

の 取
とり

組
くみ

を 行
おこな

う と き に は 、 子
こ

育
そだ

て に つ い て の 必
ひつ

要
よう

な 協
きょう

力
りょく

を 求
もと

め る こ と 等
とう

に よ り 、 子
こ

ど も の 成
せい

長
ちょう

を 支
ささ

え る こ と が で き る よ う 努
つと

め る も

の と し ま す 。  

３  区
く

は 、 家
か

庭
てい

に お い て 、 子
こ

ど も の 権
けん

利
り

を 保
ほ

障
しょう

す る た め 、 子
こ

ど も お よ び 保
ほ

護
ご

者
しゃ

に 対
たい

し て 、 必
ひつ

要
よう

な 取
とり

組
くみ

を 行
おこな

う も の と し ま す 。  
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 （ 育
そだ

ち 学
まな

ぶ 施
し

設
せつ

お よ び 団
だん

体
たい

の 活
かつ

動
どう

に お け る 権
けん

利
り

の 保
ほ

障
しょう

）  

第
だい

１ １ 条
じょう

 育
そだ

ち 学
まな

ぶ 施
し

設
せつ

お よ び 団
だん

体
たい

は 、 そ の 活
かつ

動
どう

に お い て 、 子
こ

ど も の 権
けん

利
り

を

保
ほ

障
しょう

す る た め 、特
とく

に 次
つぎ

に 定
さだ

め る こ と に つ い て 必
ひつ

要
よう

な 取
とり

組
くみ

を 行
おこな

う よ う 努
つと

め る

も の と し ま す 。  

 ⑴  安
あん

全
ぜん

で 安
あん

心
しん

で き る 環
かん

境
きょう

の も と で 、 学
まな

び 、 成
せい

長
ちょう

す る こ と 。  

 ⑵  一 人
ひ と り

ひ と り の 個
こ

性
せい

が 尊
そん

重
ちょう

さ れ 、 差
さ

別
べつ

を さ れ な い こ と 。  

 ⑶  い じ め や 体
たい

罰
ばつ

を 受
う

け な い こ と 。  

 ⑷  そ の 子
こ

ど も の 個
こ

人
じん

に 関
かん

す る 情
じょう

報
ほう

に つ い て 、 そ の 意
い

思
し

に 反
はん

し 、 ま た は 正
せい

当
とう

な 目
もく

的
てき

の 範
はん

囲
い

を こ え て 利
り

用
よう

さ れ 、 ま た は 提
てい

供
きょう

さ れ な い こ と 。  

２  育
そだ

ち 学
まな

ぶ 施
し

設
せつ

お よ び 団
だん

体
たい

は 、 前
ぜん

項
こう

の 取
とり

組
くみ

を 行
おこな

う と き に は 、 次
つぎ

に 定
さだ

め る こ

と を 行
おこな

う こ と に よ り 、そ の 活
かつ

動
どう

に お い て 子
こ

ど も の 権
けん

利
り

が 保
ほ

障
しょう

さ れ る よ う 努
つと

め る も の と し ま す 。  

 ⑴  子
こ

ど も の 権
けん

利
り

の 保
ほ

障
しょう

に 主
しゅ

体
たい

的
てき

に 取
と

り 組
く

み 、子
こ

ど も の 成
せい

長
ちょう

を 支
ささ

え る こ と

が で き る よ う 必
ひつ

要
よう

な 支
し

援
えん

を 行
おこな

う こ と 。  

 ⑵  支
し

援
えん

を 必 要
ひつよう

と す る 子
こ

ど も を 早
そう

期
き

に 発
はっ

見
けん

し 、 子
こ

ど も の 意
い

見
けん

等
とう

を 尊
そん

重
ちょう

し な

が ら 、 子
こ

ど も に と っ て 最
もっと

も 善
よ

い 解
かい

決
けつ

方
ほう

法
ほう

を と る こ と 。  

 ⑶  虐
ぎゃく

待
たい

、 貧
ひん

困
こん

等
とう

を 早
そう

期
き

に 発 見
はっけん

し 、 区
く

そ の 他
た

関
かん

係
けい

機
き

関
かん

と 協
きょう

力
りょく

し て 対
たい

応
おう

す

る こ と 。  

３  区
く

は 、 育
そだ

ち 学
まな

ぶ 施
し

設
せつ

お よ び 団
だん

体
たい

の 活
かつ

動
どう

に お い て 、 子
こ

ど も の 権
けん

利
り

を 保
ほ

障
しょう

す

る た め 、 育
そだ

ち 学
まな

ぶ 施
し

設
せつ

お よ び 団
だん

体
たい

に 対
たい

し て 、 必
ひつ

要
よう

な 取
とり

組
くみ

を 行
おこな

う も の と し ま

す 。  

 （ 地
ち

域
いき

社
しゃ

会
かい

に お け る 権
けん

利
り

の 保
ほ

障
しょう

）  

第
だい

１ ２ 条
じょう

 子
こ

ど も と 関
かか

わ る 活
かつ

動
どう

を す る 区
く

民
みん

は 、 地
ち

域
いき

社
しゃ

会
かい

に お い て 、 子
こ

ど も の

権
けん

利
り

を 保
ほ

障
しょう

す る た め 、特
とく

に 次
つぎ

に 定
さだ

め る こ と に つ い て 必
ひつ

要
よう

な 取
とり

組
くみ

を 行
おこな

う よ う

努
つと

め る も の と し ま す 。  

 ⑴  安
あん

全
ぜん

で 安
あん

心
しん

で き る 環
かん

境
きょう

の も と で 生
せい

活
かつ

す る こ と 。  

 ⑵  地
ち

域
いき

の 活
かつ

動
どう

等
とう

に 参
さん

加
か

し 、 自
じ

分
ぶん

の 意
い

見
けん

等
とう

を 表
ひょう

明
めい

す る こ と 。  

 ⑶  休
やす

み 、 ま た は 遊
あそ

ぶ こ と が で き 、 一 人
ひ と り

ま た は 集
しゅう

団
だん

で 活
かつ

動
どう

す る こ と が で き

る 居
い

場
ば

所
しょ

を 利
り

用
よう

す る こ と 。  
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２  子
こ

ど も と 関
かか

わ る 活
かつ

動
どう

を す る 区
く

民
みん

は 、 前
ぜん

項
こう

の 取
とり

組
くみ

を 行
おこな

う と き に は 、 適
てき

切
せつ

な

支
し

援
えん

を 受
う

け る こ と に よ り 、そ の 活
かつ

動
どう

を 続
つづ

け て い け る よ う 努
つと

め る も の と し ま す 。 

３  区
く

は 、 地
ち

域
いき

社
しゃ

会
かい

に お い て 、 子
こ

ど も の 権
けん

利
り

を 保
ほ

障
しょう

し 、 前
ぜん

項
こう

に 規
き

定
てい

す る 活
かつ

動
どう

を 続
つづ

け て い け る よ う に す る た め 、 子
こ

ど も と 関
かか

わ る 活
かつ

動
どう

を す る 区
く

民
みん

に 対
たい

し て 、

必
ひつ

要
よう

な 取
とり

組
くみ

を 行
おこな

う も の と し ま す 。  

   第
だい

３ 章
しょう

 子
こ

ど も に や さ し い ま ち づ く り の 推
すい

進
しん

 

 （ 子
こ

ど も の 意
い

見
けん

等
とう

の 表
ひょう

明
めい

お よ び 参
さん

加
か

）  

第
だい

１ ３ 条
じょう

 区
く

は 、子
こ

ど も が 自
じ

分
ぶん

の 意
い

見
けん

等
とう

を 表
ひょう

明
めい

し 、参
さん

加
か

す る 機
き

会
かい

を 確
かく

保
ほ

す る

た め に 必
ひつ

要
よう

な 制
せい

度
ど

を 設
もう

け る よ う 努
つと

め る も の と し ま す 。  

２  区
く

、 区
く

民
みん

、 育
そだ

ち 学
まな

ぶ 施
し

設
せつ

お よ び 団
だん

体
たい

は 、 子
こ

ど も の 意
い

見
けん

等
とう

の 表
ひょう

明
めい

と 参
さん

加
か

を

う な が す た め 、 子
こ

ど も が そ の 意
い

味
み

や 方 法
ほうほう

に つ い て 学
まな

び 、 必 要
ひつよう

な 情
じょう

報
ほう

を 得
え

る

こ と が で き る よ う 努
つと

め る も の と し ま す 。  

 （ 子
こ

ど も 会
かい

議
ぎ

）  

第
だい

１ ４ 条
じょう

 区
く

長
ちょう

は 、子
こ

ど も の 意
い

見
けん

等
とう

を 求
もと

め る た め の 会
かい

議
ぎ

（ 以 下
い か

「 子
こ

ど も 会
かい

議
ぎ

」

と い い ま す 。） を 開
ひら

き ま す 。  

２  区
く

長
ちょう

は 、子
こ

ど も に 関
かん

す る 区
く

の 計
けい

画
かく

そ の 他
た

区
く

長
ちょう

が 必 要
ひつよう

と 認
みと

め る こ と に つ い

て 、 子
こ

ど も 会
かい

議
ぎ

に 参
さん

加
か

す る 子
こ

ど も の 意
い

見
けん

等
とう

を 求
もと

め る も の と し ま す 。  

３  区
く

長
ちょう

は 、 子
こ

ど も 会
かい

議
ぎ

に 多
た

様
よう

な 背
はい

景
けい

を 持
も

つ 子
こ

ど も の 意
い

見
けん

が 反
はん

映
えい

さ れ る よ う

努
つと

め る も の と し ま す 。  

４  子
こ

ど も 会
かい

議
ぎ

は 、 参
さん

加
か

す る 子
こ

ど も の 自
じ

主
しゅ

性
せい

と 自
じ

発
はつ

性
せい

を 尊
そん

重
ちょう

し て 運
うん

営
えい

さ れ る

も の と し ま す 。  

５  区
く

長
ちょう

は 、子
こ

ど も 会
かい

議
ぎ

へ の 子
こ

ど も の 参
さん

加
か

が う な が さ れ 、子
こ

ど も 会
かい

議
ぎ

が 順
じゅん

調
ちょう

に 運
うん

営
えい

さ れ る よ う 必
ひつ

要
よう

な 支
し

援
えん

を 行
おこな

う も の と し ま す 。  

６  子
こ

ど も 会
かい

議
ぎ

に 参
さん

加
か

す る 子
こ

ど も は 、第
だい

２ 項
こう

に 規
き

定
てい

す る こ と や 自
じ

分
ぶん

が 必
ひつ

要
よう

と 認
みと

め る こ と に つ い て 、そ の 意
い

見
けん

等
とう

を ま と め 、区
く

長
ちょう

に 提
てい

出
しゅつ

す る こ と が で き ま す 。 

７  前
ぜん

項
こう

の 規
き

定
てい

に よ り 提
てい

出
しゅつ

さ れ た 意
い

見
けん

等
とう

に つ い て 、 区
く

長
ちょう

は 、 こ れ を 尊
そん

重
ちょう

す

る よ う 努
つと

め る も の と し ま す 。  

 （ 虐
ぎゃく

待
たい

、 体
たい

罰
ばつ

等
とう

の 防
ぼう

止
し

）  

第
だい

１ ５ 条
じょう

 区
く

、区
く

民
みん

、育
そだ

ち 学
まな

ぶ 施
し

設
せつ

お よ び 団
だん

体
たい

は 、子
こ

ど も が 虐
ぎゃく

待
たい

、体
たい

罰
ばつ

等
とう

を
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受
う

け る こ と な く 、す こ や か に 育
そだ

ち 、安 心
あんしん

し て 暮
く

ら す こ と が で き る よ う 努
つと

め な

け れ ば な り ま せ ん 。  

２  区
く

は 、 関
かん

係
けい

機
き

関
かん

と 協 力
きょうりょく

し 、 子
こ

ど も に 対
たい

す る 虐
ぎゃく

待
たい

、 体
たい

罰
ばつ

等
とう

の 予
よ

防
ぼう

と 早
そう

期
き

の 発
はっ

見
けん

に 取
と

り 組
く

む も の と し ま す 。  

３  区
く

民
みん

、 育
そだ

ち 学
まな

ぶ 施
し

設
せつ

お よ び 団
だん

体
たい

は 、 子
こ

ど も が 虐
ぎゃく

待
たい

、 体
たい

罰
ばつ

等
とう

を 受
う

け る こ と

が な い よ う 気
き

を 配
くば

る と と も に 、 虐
ぎゃく

待
たい

、 体
たい

罰
ばつ

等
とう

を 受
う

け た と 思
おも

わ れ る 子
こ

ど も を

発
はっ

見
けん

し た と き は 、す み や か に 区
く

そ の 他
た

の 関
かん

係
けい

機
き

関
かん

に 知
し

ら せ な け れ ば な り ま せ

ん 。  

４  区
く

は 、 虐
ぎゃく

待
たい

、体
たい

罰
ばつ

等
とう

を 受
う

け た 子
こ

ど も を す み や か に か つ 適 切
てきせつ

に 救
きゅう

済
さい

す る た

め 、 関
かん

係
けい

機
き

関
かん

と 協
きょう

力
りょく

し 、 必
ひつ

要
よう

な 支
し

援
えん

を 行
おこな

う も の と し ま す 。  

 （ い じ め そ の 他
た

の 権
けん

利
り

の 侵
しん

害
がい

の 防
ぼう

止
し

）  

第
だい

１ ６ 条
じょう

 区
く

、 区
く

民
みん

、 育
そだ

ち 学
まな

ぶ 施
し

設
せつ

お よ び 団
だん

体
たい

は 、 子
こ

ど も が い じ め そ の 他
た

の

権
けん

利
り

の 侵
しん

害
がい

を 受
う

け る こ と な く 、安
あん

心
しん

し て 生
せい

活
かつ

す る こ と が で き る よ う 努
つと

め る も

の と し ま す 。  

２  区
く

、区
く

民
みん

、育
そだ

ち 学
まな

ぶ 施
し

設
せつ

お よ び 団
だん

体
たい

は 、子
こ

ど も に 対
たい

す る い じ め そ の 他
た

の 権
けん

利
り

の 侵
しん

害
がい

の 予
よ

防
ぼう

と 早
そう

期
き

の 発
はっ

見
けん

に 取
と

り 組
く

む も の と し ま す 。  

３  区
く

、区
く

民
みん

、育
そだ

ち 学
まな

ぶ 施
し

設
せつ

お よ び 団
だん

体
たい

は 、い じ め そ の 他
た

の 権
けん

利
り

の 侵
しん

害
がい

を 受
う

け

た 子
こ

ど も を す み や か に か つ 適
てき

切
せつ

に 救
きゅう

済
さい

す る た め 、 関
かん

係
けい

機
き

関
かん

と 協 力
きょうりょく

し 、 必
ひつ

要
よう

な 支
し

援
えん

を 行
おこな

う も の と し ま す 。  

４  区
く

、区
く

民
みん

、育
そだ

ち 学
まな

ぶ 施
し

設
せつ

お よ び 団
だん

体
たい

は 、い じ め そ の 他
た

の 権
けん

利
り

の 侵
しん

害
がい

に 関
かか

わ

っ た 子
こ

ど も が 再
ふたた

び い じ め そ の 他
た

の 権
けん

利
り

の 侵
しん

害
がい

に 関
かか

わ る こ と の な い よ う 取
と

り

組
く

む も の と し ま す 。  

 （ 貧 困
ひんこん

の 防
ぼう

止
し

）  

第
だい

１ ７ 条
じょう

 区
く

は 、 全
すべ

て の 子
こ

ど も が だ れ 一 人
ひ と り

取
と

り 残
のこ

さ れ る こ と な く 、 す こ や か

に 育
そだ

ち 、学
まな

ぶ こ と が で き る よ う 、区
く

民
みん

、育
そだ

ち 学
まな

ぶ 施
し

設
せつ

お よ び 団
だん

体
たい

と 協 力
きょうりょく

し

て 、 子
こ

ど も の 貧 困
ひんこん

の 防
ぼう

止
し

に 総
そう

合
ごう

的
てき

に 取
と

り 組
く

む も の と し ま す 。  

 （ 有
ゆう

害
がい

ま た は 危
き

険
けん

な 環
かん

境
きょう

お よ び 情
じょう

報
ほう

か ら の 保
ほ

護
ご

）  

第
だい

１ ８ 条
じょう

 区
く

、 区
く

民
みん

、 育
そだ

ち 学
まな

ぶ 施
し

設
せつ

お よ び 団
だん

体
たい

は 、 子
こ

ど も が 家
か

庭
てい

や 地
ち

域
いき

社
しゃ

会
かい

の 中
なか

で 尊
そん

重
ちょう

さ れ 、 安
あん

心
しん

し て 健
けん

康
こう

的
てき

に 生
い

き る た め 、 違
い

法
ほう

な 薬
やく

物
ぶつ

等
とう

の 有
ゆう

害
がい

ま た

は 危
き

険
けん

な 環
かん

境
きょう

や 情
じょう

報
ほう

か ら 子
こ

ど も を 守
まも

る よ う 取
と

り 組
く

む も の と し ま す 。  
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２  区
く

は 、前
ぜん

項
こう

に 規
き

定
てい

す る 取
とり

組
くみ

に 関
かん

し 、子
こ

ど も 、区
く

民
みん

、育
そだ

ち 学
まな

ぶ 施
し

設
せつ

お よ び 団
だん

体
たい

に 必
ひつ

要
よう

な 情
じょう

報
ほう

を 提
てい

供
きょう

す る も の と し ま す 。  

 （ 居
い

場
ば

所
しょ

づ く り ）  

第
だい

１ ９ 条
じょう

 区
く

、 育
そだ

ち 学
まな

ぶ 施
し

設
せつ

お よ び 団
だん

体
たい

は 、 子
こ

ど も が 安
あん

心
しん

し て 過
す

ご す こ と が

で き る 居
い

場
ば

所
しょ

づ く り に 努
つと

め る も の と し ま す 。  

２  区
く

は 、 前
ぜん

項
こう

に 規
き

定
てい

す る 居
い

場
ば

所
しょ

づ く り の た め の 活
かつ

動
どう

を 行
おこな

う 育
そだ

ち 学
まな

ぶ 施
し

設
せつ

お

よ び 団
だん

体
たい

と 協
きょう

力
りょく

し 、 そ の 支
し

援
えん

に 努
つと

め る も の と し ま す 。  

３  区
く

、 育
そだ

ち 学
まな

ぶ 施
し

設
せつ

お よ び 団
だん

体
たい

は 、 第
だい

１ 項
こう

に 規
き

定
てい

す る 居
い

場
ば

所
しょ

づ く り に 関
かん

し 、

子
こ

ど も が 意
い

見
けん

等
とう

を 表
ひょう

明
めい

し 、 参
さん

加
か

す る 機
き

会
かい

を 設
もう

け る と と も に 、 そ の 意
い

見
けん

等
とう

を

尊
そん

重
ちょう

す る よ う 努
つと

め る も の と し ま す 。  

   第
だい

４ 章
しょう

 子
こ

ど も に 関
かん

す る 取
とり

組
くみ

の 推
すい

進
しん

お よ び 検
けん

証
しょう

 

 （ 子
こ

ど も に 関
かん

す る 取
とり

組
くみ

の 推
すい

進
しん

）  

第
だい

２ ０ 条
じょう

 区
く

は 、全
すべ

て の 子
こ

ど も の 権
けん

利
り

が 保
ほ

障
しょう

さ れ る よ う 、子
こ

ど も 、区
く

民
みん

、育
そだ

ち 学
まな

ぶ 施
し

設
せつ

お よ び 団
だん

体
たい

と 協
きょう

力
りょく

し て 、子
こ

ど も に 関
かん

す る 取
とり

組
くみ

を 推
すい

進
しん

す る も の と

し 、 そ の た め の 体
たい

制
せい

を 整
せい

備
び

す る も の と し ま す 。  

２  区
く

は 、子
こ

ど も に 関
かん

す る 取
とり

組
くみ

が 推
すい

進
しん

さ れ る よ う 、必
ひつ

要
よう

な 財
ざい

政
せい

上
じょう

の 取
とり

組
くみ

を 行
おこな

う よ う 努
つと

め る も の と し ま す 。  

３  区
く

は 、子
こ

ど も に 関
かん

す る 取
とり

組
くみ

を 推
すい

進
しん

す る た め 、定
てい

期
き

的
てき

に 、子
こ

ど も の 状
じょう

況
きょう

等
とう

に つ い て 調
ちょう

査
さ

を 行
おこな

い 、 そ の 結
けっ

果
か

を 公
こう

表
ひょう

す る も の と し ま す 。  

 （ 子
こ

ど も に 関
かん

す る 取
とり

組
くみ

の 推
すい

進
しん

計
けい

画
かく

の 策
さく

定
てい

）  

第
だい

２ １ 条
じょう

 区
く

は 、 子
こ

ど も に 関
かん

す る 取
とり

組
くみ

を 推
すい

進
しん

す る た め の 基
き

本
ほん

と な る 計
けい

画
かく

（ 以
い

下
か

「 推
すい

進
しん

計
けい

画
かく

」 と い い ま す 。） を 定
さだ

め ま す 。  

２  区
く

は 、推
すい

進
しん

計
けい

画
かく

を 定
さだ

め る 場
ば

合
あい

は 、子
こ

ど も や 区
く

民
みん

の 意
い

見
けん

等
とう

を 反
はん

映
えい

さ せ る よ う

努
つと

め る も の と し ま す 。  

３  区
く

は 、 推
すい

進
しん

計
けい

画
かく

を 定
さだ

め た 場
ば

合
あい

は 、 す み や か に こ れ を 公
こう

表
ひょう

し 、 広
ひろ

め て い く

も の と し ま す 。  

４  前
ぜん

２ 項
こう

の 規
き

定
てい

は 、 推
すい

進
しん

計
けい

画
かく

を 改
あらた

め る 場
ば

合
あい

に つ い て 準
じゅん

用
よう

し ま す 。  

 （ 中
なか

野
の

区
く

子
こ

ど も の 権
けん

利
り

委
い

員
いん

会
かい

の 設
せっ

置
ち

）  

第
だい

２ ２ 条
じょう

 推
すい

進
しん

計
けい

画
かく

お よ び 子
こ

ど も に 関
かん

す る 取
とり

組
くみ

を 検
けん

証
しょう

す る た め 、 区
く

長
ちょう

の 附
ふ



- 56 - 

 

属
ぞく

機
き

関
かん

と し て 、中
なか

野
の

区
く

子
こ

ど も の 権
けん

利
り

委
い

員
いん

会
かい

（ 以 下
い か

「 権
けん

利
り

委
い

員
いん

会
かい

」と い い ま す 。）

を 置
お

き ま す 。  

２  権
けん

利
り

委
い

員
いん

会
かい

は 、区
く

長
ちょう

の 求
もと

め に 応
おう

じ 、次
つぎ

に 定
さだ

め る こ と に つ い て 調
ちょう

査
さ

や 検
けん

討
とう

を 行
おこな

い 、 意
い

見
けん

を 述
の

べ ま す 。  

 ⑴  子
こ

ど も の 権
けん

利
り

の 保
ほ

障
しょう

の 状
じょう

況
きょう

に 関
かん

す る こ と 。  

 ⑵  推
すい

進
しん

計
けい

画
かく

お よ び 子
こ

ど も に 関
かん

す る 取
とり

組
くみ

の 検
けん

証
しょう

、 改
かい

善
ぜん

等
とう

の 提
てい

言
げん

に 関
かん

す る こ

と 。  

 ⑶  そ の 他
た

区
く

長
ちょう

が 必
ひつ

要
よう

と 認
みと

め る こ と 。  

３  権
けん

利
り

委
い

員
いん

会
かい

は 、前
ぜん

項
こう

各
かく

号
ごう

に 定
さだ

め る こ と に 関
かん

し 、必
ひつ

要
よう

が あ る と 認
みと

め る と き は 、

区
く

長
ちょう

に 意
い

見
けん

を 述
の

べ る こ と が で き ま す 。  

４  権
けん

利
り

委
い

員
いん

会
かい

は 、 学
がく

識
しき

経
けい

験
けん

者
しゃ

そ の 他
た

区
く

長
ちょう

が 必
ひつ

要
よう

と 認
みと

め る 人
ひと

の う ち か ら 、 区
く

長
ちょう

が 任
にん

命
めい

す る 委
い

員
いん

１ ０ 人
にん

以
い

内
ない

を も っ て 組
そ

織
しき

し ま す 。  

５  権
けん

利
り

委
い

員
いん

会
かい

の 委
い

員
いん

（ 以
い

下
か

単
たん

に 「 委
い

員
いん

」 と い い ま す 。） の 任
にん

期
き

は 、 ２ 年
ねん

と し

ま す 。 た だ し 、 再
さい

任
にん

さ れ る こ と が で き ま す 。  

６  委
い

員
いん

が 欠
か

け た と き は 、補
ほ

欠
けつ

の 委
い

員
いん

を 置
お

く こ と が で き ま す 。こ の 場
ば

合
あい

に お い

て 、 補
ほ

欠
けつ

の 委
い

員
いん

の 任
にん

期
き

は 、 前 任 者
ぜんにんしゃ

の 残
ざん

任
にん

期
き

間
かん

と し ま す 。  

７  委
い

員
いん

は 、 職
しょく

務
む

上
じょう

知
し

り 得
え

た 秘
ひ

密
みつ

を も ら し て は な り ま せ ん 。そ の 職
しょく

を 退
しりぞ

い

た 後
あと

も 、 同 様
どうよう

と し ま す 。  

 （ 権
けん

利
り

委
い

員
いん

会
かい

の 意
い

見
けん

の 尊
そん

重
ちょう

）  

第
だい

２ ３ 条
じょう

 区
く

長
ちょう

は 、権
けん

利
り

委
い

員
いん

会
かい

か ら 前
ぜん

条
じょう

第
だい

２ 項
こう

お よ び 同
どう

条
じょう

第
だい

３ 項
こう

の 意
い

見
けん

を

受
う

け た と き は 、こ れ を 尊
そん

重
ちょう

し 、必
ひつ

要
よう

な 取
とり

組
くみ

を 行
おこな

う よ う 努
つと

め る も の と し ま す 。 

２  区
く

長
ちょう

は 、権
けん

利
り

委
い

員
いん

会
かい

か ら の 意
い

見
けん

を 受
う

け た と き は 、す み や か に こ れ を 公
こう

表
ひょう

し 、 広
ひろ

め て い く も の と し ま す 。  

   第
だい

５ 章
しょう

 子
こ

ど も の 権
けん

利
り

の 相
そう

談
だん

お よ び 侵
しん

害
がい

か ら の 救
きゅう

済
さい

 

 （ 中
なか

野
の

区
く

子
こ

ど も の 権
けん

利
り

救
きゅう

済
さい

委
い

員
いん

の 設
せっ

置
ち

）  

第
だい

２ ４ 条
じょう

 子
こ

ど も の 権
けん

利
り

の 侵
しん

害
がい

（ 以
い

下
か

「 権
けん

利
り

侵
しん

害
がい

」と い い ま す 。）か ら の す み

や か な 救
きゅう

済
さい

と 子
こ

ど も の 権
けん

利
り

の 保
ほ

障
しょう

を は か る た め 、区
く

長
ちょう

の 附
ふ

属
ぞく

機
き

関
かん

と し て 、

中
なか

野
の

区
く

子
こ

ど も の 権
けん

利
り

救
きゅう

済
さい

委
い

員
いん

（ 以 下
い か

「 救
きゅう

済
さい

委
い

員
いん

」 と い い ま す 。） を 置
お

き ま

す 。  
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２  救
きゅう

済
さい

委
い

員
いん

は 、 次
つぎ

に 定
さだ

め る こ と を 担
たん

当
とう

し ま す 。  

 ⑴  子
こ

ど も の 権
けん

利
り

の 保
ほ

障
しょう

に つ い て の 相
そう

談
だん

に 応
おう

じ 、 必
ひつ

要
よう

な 助 言
じょげん

お よ び 支
し

援
えん

を

す る こ と 。  

 ⑵  子
こ

ど も の 権
けん

利
り

の 保
ほ

障
しょう

に つ い て の 必
ひつ

要
よう

な 調
ちょう

査
さ

お よ び 調
ちょう

整
せい

を す る こ と 。  

 ⑶  権
けん

利
り

侵
しん

害
がい

か ら の 救
きゅう

済
さい

の た め 関
かん

係
けい

者
しゃ

に 要
よう

請
せい

を す る こ と 。  

 ⑷  権
けん

利
り

侵
しん

害
がい

を 防
ふせ

ぎ 、ま た は 子
こ

ど も の 権
けん

利
り

を 保
ほ

障
しょう

す る た め の 意
い

見
けん

を 表
ひょう

明
めい

す

る こ と 。  

 ⑸  第
だい

３ 号
ごう

の 要
よう

請
せい

お よ び 前
ぜん

号
ごう

の 意
い

見
けん

の 内
ない

容
よう

を 公
こう

表
ひょう

す る こ と 。  

 ⑹  権
けん

利
り

侵
しん

害
がい

か ら の 救
きゅう

済
さい

と 子
こ

ど も の 権
けん

利
り

の 保
ほ

障
しょう

に つ い て の 理
り

解
かい

を 広
ひろ

め て

い く こ と お よ び 関
かん

係
けい

者
しゃ

と の 協
きょう

力
りょく

の 推
すい

進
しん

に 関
かん

す る こ と 。  

３  救
きゅう

済
さい

委
い

員
いん

は 、 ５ 人
にん

以
い

内
ない

と し 、 人
じん

格
かく

が 高
こう

潔
けつ

で 、 社
しゃ

会
かい

的
てき

信
しん

望
ぼう

が 厚
あつ

く 、 子
こ

ど も

の 人
じん

権
けん

問
もん

題
だい

に 関
かん

し す ぐ れ た 識
しき

見
けん

を 備
そな

え て い る 人
ひと

の う ち か ら 、 区
く

長
ちょう

が 任
にん

命
めい

し

ま す 。  

４  救
きゅう

済
さい

委
い

員
いん

の 任
にん

期
き

は 、２ 年
ねん

と し ま す 。た だ し 、再
さい

任
にん

さ れ る こ と が で き ま す 。  

５  区
く

長
ちょう

は 、 救
きゅう

済
さい

委
い

員
いん

が 心 身
しんしん

の 故
こ

障
しょう

の た め に 職
しょく

務
む

を 行
おこな

う こ と が で き な い

と 認
みと

め る 場
ば

合
あい

、第
だい

３ 項
こう

に 規
き

定
てい

す る 任
にん

命
めい

の 要
よう

件
けん

を 満
み

た さ な く な っ た 場
ば

合
あい

ま た は

救
きゅう

済
さい

委
い

員
いん

に 職
しょく

務
む

上
じょう

の 義
ぎ

務
む

違
い

反
はん

そ の 他
た

救
きゅう

済
さい

委
い

員
いん

と し て ふ さ わ し く な い 行
おこな

い が あ る と 認
みと

め る 場
ば

合
あい

に は 、 そ の 救
きゅう

済
さい

委
い

員
いん

の 職
しょく

を 解
と

く こ と が で き ま す 。  

６  救
きゅう

済
さい

委
い

員
いん

は 、 職
しょく

務
む

上
じょう

知
し

り 得
え

た 秘
ひ

密
みつ

を も ら し て は な り ま せ ん 。そ の 職
しょく

を

退
しりぞ

い た 後
あと

も 、 同 様
どうよう

と し ま す 。  

 （ 救
きゅう

済
さい

委
い

員
いん

の 職
しょく

務
む

の 執
しっ

行
こう

）  

第
だい

２ ５ 条
じょう

 救
きゅう

済
さい

委
い

員
いん

は 、 職
しょく

務
む

を 行
おこな

う と き に は 、子
こ

ど も の 意
い

見
けん

等
とう

を 聞
き

き 、そ

の 意
い

見
けん

等
とう

を 尊
そん

重
ちょう

す る と と も に 、 そ の 子
こ

ど も に と っ て 最
もっと

も 善
よ

い と 考
かんが

え ら れ

る こ と を 行
おこな

う も の と し ま す 。  

２  救
きゅう

済
さい

委
い

員
いん

は 、 公
こう

正
せい

か つ 公
こう

平
へい

に そ の 職
しょく

務
む

を 行
おこな

わ な け れ ば な り ま せ ん 。  

３  救
きゅう

済
さい

委
い

員
いん

は 、 そ れ ぞ れ 独
どく

立
りつ

し て そ の 職
しょく

務
む

を 行
おこな

い ま す 。  

４  救
きゅう

済
さい

委
い

員
いん

は 、 自
じ

分
ぶん

に 利
り

害
がい

関
かん

係
けい

の あ る 事
じ

案
あん

に つ い て は 、 そ の 職
しょく

務
む

を 行
おこな

う

こ と が で き ま せ ん 。  

５  救
きゅう

済
さい

委
い

員
いん

は 、毎
まい

年
ねん

度
ど

、そ の 職
しょく

務
む

の 実
じっ

施
し

状
じょう

況
きょう

に つ い て 区
く

長
ちょう

に 報
ほう

告
こく

し な け
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れ ば な り ま せ ん 。  

６  区
く

は 、救
きゅう

済
さい

委
い

員
いん

の 独
どく

立
りつ

性
せい

と 公
こう

正
せい

か つ 公
こう

平
へい

な 職
しょく

務
む

の 執
しっ

行
こう

を 確
かく

保
ほ

す る た め に

必
ひつ

要
よう

な 協
きょう

力
りょく

お よ び 支
し

援
えん

を 行
おこな

う と と も に 、専
せん

門
もん

の 職
しょく

員
いん

お よ び 窓
まど

口
ぐち

の 設
せっ

置
ち

等
とう

、

体
たい

制
せい

の 整
せい

備
び

を は か る も の と し ま す 。  

７  区
く

民
みん

、 育
そだ

ち 学
まな

ぶ 施
し

設
せつ

お よ び 団
だん

体
たい

は 、 子
こ

ど も が 救
きゅう

済
さい

委
い

員
いん

に 相
そう

談
だん

等
とう

を し や す

い 環
かん

境
きょう

を 整
ととの

え る よ う 努
つと

め る と と も に 、 救
きゅう

済
さい

委
い

員
いん

の 職
しょく

務
む

の 執
しっ

行
こう

に 協
きょう

力
りょく

す

る よ う 努
つと

め る も の と し ま す 。  

 （ 救
きゅう

済
さい

委
い

員
いん

へ の 相
そう

談
だん

等
とう

）  

第
だい

２ ６ 条
じょう

 子
こ

ど も （ そ の 子
こ

ど も に 関
かん

係
けい

の あ る 人
ひと

を ふ く み ま す 。） は 、 救
きゅう

済
さい

委
い

員
いん

に 子
こ

ど も の 権
けん

利
り

の 保
ほ

障
しょう

に つ い て 必
ひつ

要
よう

な 相
そう

談
だん

を 行
おこな

い 、 ま た は 第
だい

２ ４ 条
じょう

第
だい

２ 項
こう

第
だい

３ 号
ごう

の 要
よう

請
せい

や 同
どう

項
こう

第
だい

４ 号
ごう

の 意
い

見
けん

の 表
ひょう

明
めい

を 行
おこな

う こ と を 求
もと

め る こ と が

で き ま す 。  

 （ 救
きゅう

済
さい

委
い

員
いん

の 要
よう

請
せい

お よ び 意
い

見
けん

の 尊
そん

重
ちょう

等
とう

）  

第
だい

２ ７ 条
じょう

 区
く

の 機
き

関
かん

は 、 救
きゅう

済
さい

委
い

員
いん

か ら 第
だい

２ ４ 条
じょう

第
だい

２ 項
こう

第
だい

３ 号
ごう

の 要
よう

請
せい

お よ び

同
どう

項
こう

第
だい

４ 号
ごう

の 意
い

見
けん

の 表
ひょう

明
めい

を 受
う

け た と き は 、こ れ を 尊
そん

重
ちょう

し 、必
ひつ

要
よう

な 取
とり

組
くみ

を 行
おこな

う よ う 努
つと

め る も の と し ま す 。  

２  区
く

の 機
き

関
かん

は 、前
ぜん

項
こう

の 取
とり

組
くみ

を 行
おこな

う と き に は 、そ の 内
ない

容
よう

を 救
きゅう

済
さい

委
い

員
いん

に 報
ほう

告
こく

し

な け れ ば な り ま せ ん 。 た だ し 、 同
どう

項
こう

の 取
とり

組
くみ

を 行
おこな

う こ と が で き な い と き は 、

理
り

由
ゆう

を 付
つ

け て そ の こ と を 救
きゅう

済
さい

委
い

員
いん

に 報 告
ほうこく

し な け れ ば な り ま せ ん 。  

３  区
く

民
みん

、育
そだ

ち 学
まな

ぶ 施
し

設
せつ

お よ び 団
だん

体
たい

は 、 救
きゅう

済
さい

委
い

員
いん

か ら 第
だい

２ ４ 条
じょう

第
だい

２ 項
こう

第
だい

３ 号
ごう

の 要
よう

請
せい

お よ び 同
どう

項
こう

第
だい

４ 号
ごう

の 意
い

見
けん

の 表
ひょう

明
めい

を 受
う

け た と き は 、こ れ を 尊
そん

重
ちょう

し 、必
ひつ

要
よう

な 取
とり

組
くみ

を 行
おこな

う よ う 努
つと

め る も の と し ま す 。  

   第
だい

６ 章
しょう

 雑
ざっ

則
そく

 

 （ 委
い

任
にん

）  

第
だい

２ ８ 条
じょう

 こ の 条
じょう

例
れい

の 施
し

行
こう

に 関
かん

し 必
ひつ

要
よう

な こ と は 、 規
き

則
そく

で 定
さだ

め ま す 。  

   附
ふ

 則
そく

 

 こ の 条
じょう

例
れい

は 、 令
れい

和
わ

４ 年
ねん

４ 月
がつ

１ 日
ついたち

か ら 施
し

行
こう

し ま す 。  
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２  中野区子どもの権利に関する条例施行規則  

 

 

中
なか

野
の

区
く

子
こ

ど も の 権
けん

利
り

に 関
かん

す る 条
じょう

例
れい

施
し

行
こう

規
き

則
そく

 

 

 （ こ の 規
き

則
そく

で 定
さだ

め る こ と ）  

第
だい

１ 条
じょう

 こ の 規
き

則
そく

は 、中
なか

野
の

区
く

子
こ

ど も の 権
けん

利
り

に 関
かん

す る 条
じょう

例
れい

（ 令
れい

和
わ

４ 年
ねん

中
なか

野
の

区
く

条
じょう

例
れい

第
だい

１ ６ 号
ごう

。以
い

下
か

「 条
じょう

例
れい

」と い い ま す 。）の 施
し

行
こう

に 関
かん

し 必
ひつ

要
よう

な こ と を 定
さだ

め る

も の と し ま す 。  

 （ 用
よう

語
ご

の 意
い

味
み

）  

第
だい

２ 条
じょう

 こ の 規
き

則
そく

に お い て 使
し

用
よう

す る 用
よう

語
ご

は 、条
じょう

例
れい

に お い て 使
し

用
よう

す る 用
よう

語
ご

の 例
れい

に よ り ま す 。  

 （ 条
じょう

例
れい

第
だい

２ 条
じょう

第
だい

１ 項
こう

の こ れ ら の 人
ひと

と 等
ひと

し く 権
けん

利
り

を 認
みと

め る こ と が 適
てき

当
とう

と 認
みと

め

る 人
ひと

）  

第
だい

３ 条
じょう

 条
じょう

例
れい

第
だい

２ 条
じょう

第
だい

１ 項
こう

の こ れ ら の 人
ひと

と 等
ひと

し く 権
けん

利
り

を 認
みと

め る こ と が 適
てき

当
とう

と 認
みと

め る 人
ひと

は 、１ ８ 歳
さい

ま た は １ ９ 歳
さい

の 人
ひと

で 次
つぎ

の い ず れ か に 当
あ

て は ま る 人
ひと

と し

ま す 。  

 ⑴  育
そだ

ち 学
まな

ぶ 施
し

設
せつ

（ 主
おも

に １ ８ 歳
さい

未
み

満
まん

の 人
ひと

が 利
り

用
よう

す る も の に 限
かぎ

り ま す 。） を 利
り

用
よう

し て い る 人
ひと

 

 ⑵  区
く

内
ない

に 在
ざい

住
じゅう

し 、区
く

外
がい

の 学
がっ

校
こう

、専
せん

修
しゅう

学
がっ

校
こう

ま た は 各
かく

種
しゅ

学
がっ

校
こう

、児
じ

童
どう

福
ふく

祉
し

施
し

設
せつ

そ の 他
た

子
こ

ど も が 育
そだ

ち 、学
まな

ぶ た め に 利
り

用
よう

す る 施
し

設
せつ

（ 主
おも

に １ ８ 歳
さい

未
み

満
まん

の 人
ひと

が 利
り

用
よう

す る も の に 限
かぎ

り ま す 。） を 利
り

用
よう

し て い る 人
ひと

 

 ⑶  そ の 他
た

区
く

長
ちょう

が 必
ひつ

要
よう

と 認
みと

め る 人
ひと

 

 （ か ね る こ と が 禁
きん

止
し

さ れ る 職
しょく

）  

第
だい

４ 条
じょう

 次
つぎ

の い ず れ か に 当
あ

て は ま る 人
ひと

は 、 条
じょう

例
れい

第
だい

２ ２ 条
じょう

第
だい

５ 項
こう

に 規
き

定
てい

す る

委
い

員
いん

（ 以
い

下
か

単
たん

に「 委
い

員
いん

」と い い ま す 。）お よ び 条
じょう

例
れい

第
だい

２ ４ 条
じょう

第
だい

１ 項
こう

に 規
き

定
てい

す

る 救
きゅう

済
さい

委
い

員
いん

（ 以
い

下
か

単
たん

に「 救
きゅう

済
さい

委
い

員
いん

」と い い ま す 。）と な る こ と が で き ま せ ん 。  

 ⑴  国
こっ

会
かい

議
ぎ

員
いん

、 地
ち

方
ほう

公
こう

共
きょう

団
だん

体
たい

の 議
ぎ

会
かい

の 議
ぎ

員
いん

、 地
ち

方
ほう

公
こう

共
きょう

団
だん

体
たい

の 長
ちょう

ま た は 政
せい

党
とう

そ の 他
た

の 政
せい

治
じ

団
だん

体
たい

の 役
やく

員
いん

 

 ⑵  そ の 他
た

委
い

員
いん

お よ び 救
きゅう

済
さい

委
い

員
いん

の 職
しょく

務
む

を 行
おこな

う こ と に つ い て 支
し

障
しょう

と な る

お そ れ の あ る 職
しょく

に あ る と 区
く

長
ちょう

が 認
みと

め る 人
ひと

 

 （ 中
なか

野
の

区
く

子
こ

ど も の 権
けん

利
り

委
い

員
いん

会
かい

の 会
かい

長
ちょう

お よ び 副
ふく

会
かい

長
ちょう

）  

第
だい

５ 条
じょう

 中
なか

野
の

区
く

子
こ

ど も の 権
けん

利
り

委
い

員
いん

会
かい

（ 以
い

下
か

「 権
けん

利
り

委
い

員
いん

会
かい

」と い い ま す 。）に 会
かい

長
ちょう

お よ び 副
ふく

会
かい

長
ちょう

を １ 人
ひ と り

ず つ 置
お

き 、 委
い

員
いん

が 委
い

員
いん

の う ち か ら 選
えら

び ま す 。  

２  会
かい

長
ちょう

は 、 権
けん

利
り

委
い

員
いん

会
かい

の 事
じ

務
む

全
ぜん

体
たい

を 管
かん

理
り

し 、 権
けん

利
り

委
い

員
いん

会
かい

を 代
だい

表
ひょう

し ま す 。  

３  副
ふく

会
かい

長
ちょう

は 、会
かい

長
ちょう

を 助
たす

け 、会
かい

長
ちょう

に 事
じ

故
こ

が あ る と き ま た は 会
かい

長
ちょう

が 欠
か

け た と
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き は 、 そ の 職
しょく

務
む

を 代
だい

理
り

し ま す 。  

 （ 権
けん

利
り

委
い

員
いん

会
かい

の 会
かい

議
ぎ

）  

第
だい

６ 条
じょう

 権
けん

利
り

委
い

員
いん

会
かい

は 、 会
かい

長
ちょう

が そ の 会
かい

議
ぎ

に 委
い

員
いん

を 集
しゅう

合
ごう

さ せ ま す 。 た だ し 、

委
い

員
いん

の 全
ぜん

部
ぶ

が 新
あたら

し く 任
にん

命
めい

さ れ た 後
あと

の 最
さい

初
しょ

の 権
けん

利
り

委
い

員
いん

会
かい

に つ い て は 、区
く

長
ちょう

が

委
い

員
いん

を 集
しゅう

合
ごう

さ せ ま す 。  

２  権
けん

利
り

委
い

員
いん

会
かい

は 、 委
い

員
いん

の 過
か

半
はん

数
すう

の 出
しゅっ

席
せき

が な け れ ば 、 会
かい

議
ぎ

を 開
ひら

き 、 議
ぎ

決
けつ

す る

こ と が で き ま せ ん 。  

３  権
けん

利
り

委
い

員
いん

会
かい

の 議
ぎ

事
じ

は 、 出
しゅっ

席
せき

し た 委
い

員
いん

の 過
か

半
はん

数
すう

を も っ て 決
き

ま り 、 賛
さん

成
せい

す る

委
い

員
いん

の 数
かず

と 賛
さん

成
せい

し な い 委
い

員
いん

の 数
かず

と が 同
おな

じ と き は 、 会
かい

長
ちょう

の 決
き

め る と こ ろ に よ

り ま す 。  

４  権
けん

利
り

委
い

員
いん

会
かい

の 会
かい

議
ぎ

は 、公
こう

開
かい

と し ま す 。た だ し 、権
けん

利
り

委
い

員
いん

会
かい

が 必
ひつ

要
よう

が あ る と

認
みと

め る と き は 、 公
こう

開
かい

し な い こ と が で き ま す 。  

５  そ の 他
た

、 権
けん

利
り

委
い

員
いん

会
かい

の 会
かい

議
ぎ

に 関
かん

し 必
ひつ

要
よう

な こ と は 、 会
かい

長
ちょう

が 権
けん

利
り

委
い

員
いん

会
かい

の 意
い

見
けん

を 聞
き

い て 定
さだ

め ま す 。  

 （ 権
けん

利
り

委
い

員
いん

会
かい

の 庶
しょ

務
む

）  

第
だい

７ 条
じょう

 権
けん

利
り

委
い

員
いん

会
かい

の 庶
しょ

務
む

は 、 子
こ

ど も 教
きょう

育
いく

部
ぶ

に お い て 処
しょ

理
り

し ま す 。  

 （ 救
きゅう

済
さい

委
い

員
いん

に 対
たい

す る 要
よう

請
せい

ま た は 意
い

見
けん

の 表
ひょう

明
めい

の 申
もうし

立
た

て ）  

第
だい

８ 条
じょう

 子
こ

ど も（ そ の 子
こ

ど も の 関
かん

係
けい

者
しゃ

を 含
ふく

み ま す 。）は 、 条
じょう

例
れい

第
だい

２ ６ 条
じょう

の 規
き

定
てい

に よ り 救
きゅう

済
さい

委
い

員
いん

に 対
たい

し 要
よう

請
せい

ま た は 意
い

見
けん

の 表
ひょう

明
めい

を 行
おこな

う こ と を 求
もと

め る と き

は 、 申
もうし

立
たて

書
しょ

（ 第
だい

１ 号
ごう

様
よう

式
しき

） に よ り 申
もうし

立
た

て を 行
おこな

わ な け れ ば な り ま せ ん 。  

２  前
ぜん

項
こう

の 規
き

定
てい

に か か わ ら ず 、 救
きゅう

済
さい

委
い

員
いん

が 特
とく

に 必
ひつ

要
よう

が あ る と 認
みと

め る と き は 、

口
こう

頭
とう

に よ り 同
どう

項
こう

の 申
もうし

立
た

て を 行
おこな

う こ と が で き ま す 。 こ の 場
ば

合
あい

に お い て 、 救
きゅう

済
さい

委
い

員
いん

は 、 そ の 口
こう

頭
とう

に よ る 申
もうし

立
た

て の 内
ない

容
よう

を 口
こう

頭
とう

申
もうし

立
たて

記
き

録
ろく

書
しょ

（ 第
だい

２ 号
ごう

様
よう

式
しき

）

に 記
き

録
ろく

す る も の と し ま す 。  

 （ 調
ちょう

査
さ

の 実
じっ

施
し

）  

第
だい

９ 条
じょう

 救
きゅう

済
さい

委
い

員
いん

は 、前
ぜん

条
じょう

に 規
き

定
てい

す る 申
もうし

立
た

て（ 以
い

下
か

単
たん

に「 申
もうし

立
た

て 」と い い

ま す 。） が あ っ た と き は 、 条
じょう

例
れい

第
だい

２ ４ 条
じょう

第
だい

２ 項
こう

第
だい

２ 号
ごう

の 必
ひつ

要
よう

な 調
ちょう

査
さ

（ 以
い

下
か

単
たん

に 「 調
ちょう

査
さ

」 と い い ま す 。） を す る も の と し ま す 。  

 （ 調
ちょう

査
さ

を し な い 場
ば

合
あい

）  

第
だい

１ ０ 条
じょう

 救
きゅう

済
さい

委
い

員
いん

は 、 申
もうし

立
た

て が 次
つぎ

の い ず れ か に 当
あ

て は ま る と き は 、 調
ちょう

査
さ

を し な い こ と が で き ま す 。  

 ⑴  実
じっ

際
さい

に 裁
さい

判
ばん

で 争
あらそ

っ て い る 場
ば

合
あい

ま た は す で に 裁
さい

判
ばん

所
しょ

に お い て 判
はん

決
けつ

等
とう

が あ

っ た 場
ば

合
あい

 

 ⑵  実
じっ

際
さい

に 中
なか

野
の

区
く

福
ふく

祉
し

サ ー ビ ス の 適
てき

用
よう

に 係
かか

る 苦
く

情
じょう

の 処
しょ

理
り

に 関
かん

す る 条
じょう

例
れい

（ 平
へい

成
せい

２ 年
ねん

中
なか

野
の

区
く

条
じょう

例
れい

第
だい

３ ５ 号
ごう

）第
だい

１ ０ 条
じょう

に 規
き

定
てい

す る 福
ふく

祉
し

サ ー ビ ス に 関
かん

す る
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申
もうし

立
た

て が さ れ 、 ま た は 同
どう

条
じょう

例
れい

に よ り す で に 苦
く

情
じょう

の 処
しょ

理
り

が 終
しゅう

了
りょう

し て い

る こ と に つ い て の 事
じ

実
じつ

関
かん

係
けい

と 同
おな

じ も の に 関
かん

す る も の で あ る と 救
きゅう

済
さい

委
い

員
いん

が

認
みと

め る 場
ば

合
あい

 

 ⑶  救
きゅう

済
さい

委
い

員
いん

そ の 他
た

の 区
く

の 職
しょく

員
いん

の 行
こう

為
い

に 関
かん

す る も の で あ る 場
ば

合
あい

 

 ⑷  具
ぐ

体
たい

的
てき

な 権
けん

利
り

侵
しん

害
がい

が な い 場
ば

合
あい

 

 ⑸  そ の 他
た

救
きゅう

済
さい

委
い

員
いん

が 認
みと

め る 場
ば

合
あい

 

２  救
きゅう

済
さい

委
い

員
いん

は 、 申
もうし

立
た

て が 前
ぜん

項
こう

各
かく

号
ごう

の い ず れ か に 当
あ

て は ま る こ と に よ り 調
ちょう

査
さ

を し な い と き は 、 調
ちょう

査
さ

対
たい

象
しょう

外
がい

通
つう

知
ち

書
しょ

（ 第
だい

３ 号
ごう

様
よう

式
しき

）に よ り 、そ の 申
もうし

立
た

て

を し た 人
ひと

（ 以
い

下
か

「 申
もうし

立
たて

者
しゃ

」 と い い ま す 。） に 理
り

由
ゆう

を 付
つ

け て 調
ちょう

査
さ

を し な い こ

と を 通
つう

知
ち

す る も の と し ま す 。  

 （ 調
ちょう

査
さ

の 同
どう

意
い

）  

第
だい

１ １ 条
じょう

 申
もうし

立
た

て が 子
こ

ど も ま た は そ の 保
ほ

護
ご

者
しゃ

に よ る も の で な い と き は 、 救
きゅう

済
さい

委
い

員
いん

は 、 調
ちょう

査
さ

を す る こ と に つ き 、同
どう

意
い

書
しょ

（ 第
だい

４ 号
ごう

様
よう

式
しき

）に よ り 、そ の 子
こ

ど

も ま た は そ の 保
ほ

護
ご

者
しゃ

の 同
どう

意
い

を 得
え

な け れ ば な り ま せ ん 。  

２  前
ぜん

項
こう

の 規
き

定
てい

に か か わ ら ず 、 救
きゅう

済
さい

委
い

員
いん

は 、 そ の 子
こ

ど も の 生
せい

命
めい

ま た は 身
しん

体
たい

を

守
まも

る た め に 必
ひつ

要
よう

が あ る 場
ば

合
あい

に お い て 、そ の 子
こ

ど も の 置
お

か れ て い る 状
じょう

況
きょう

等
とう

か

ら 同
どう

項
こう

に 規
き

定
てい

す る 同
どう

意
い

を 得
え

る こ と が 困
こん

難
なん

で あ る と 認
みと

め る と き は 、そ の 同
どう

意
い

を

得
え

ず に 調
ちょう

査
さ

を す る こ と が で き ま す 。こ の 場
ば

合
あい

に お い て 、 救
きゅう

済
さい

委
い

員
いん

は 、そ の

子
こ

ど も ま た は そ の 保
ほ

護
ご

者
しゃ

の 個
こ

人
じん

情
じょう

報
ほう

を 守
まも

る こ と に つ い て 十
じゅう

分
ぶん

に 気
き

配
くば

り を

し な け れ ば な り ま せ ん 。  

 （ 報
ほう

告
こく

の 求
もと

め 、 物
ぶっ

件
けん

の 提
てい

出
しゅつ

の 求
もと

め ま た は 質
しつ

問
もん

）  

第
だい

１ ２ 条
じょう

 救
きゅう

済
さい

委
い

員
いん

は 、 調
ちょう

査
さ

を す る 場
ば

合
あい

に お い て 、 必
ひつ

要
よう

が あ る と 認
みと

め る と

き は 、育
そだ

ち 学
まな

ぶ 施
し

設
せつ

の 代
だい

表
ひょう

者
しゃ

、団
だん

体
たい

の 代
だい

表
ひょう

者
しゃ

そ の 他
た

の 関
かん

係
けい

者
しゃ

ま た は 区
く

の 機
き

関
かん

に 対
たい

し 、 報
ほう

告
こく

の 求
もと

め 、 文
ぶん

書
しょ

そ の 他
た

の 物
ぶっ

件
けん

の 提
てい

出
しゅつ

の 求
もと

め ま た は 質
しつ

問
もん

を す る

こ と が で き ま す 。  

２  救
きゅう

済
さい

委
い

員
いん

は 、前
ぜん

項
こう

の 規
き

定
てい

に よ る 報
ほう

告
こく

の 求
もと

め 、文
ぶん

書
しょ

そ の 他
た

の 物
ぶっ

件
けん

の 提
てい

出
しゅつ

の

求
もと

め ま た は 質
しつ

問
もん

を し よ う と す る と き は 、 あ ら か じ め 、 調
ちょう

査
さ

実
じっ

施
し

通
つう

知
ち

書
しょ

（ 第
だい

５ 号
ごう

様
よう

式
しき

）に よ り 、育
そだ

ち 学
まな

ぶ 施
し

設
せつ

の 代
だい

表
ひょう

者
しゃ

、団
だん

体
たい

の 代
だい

表
ひょう

者
しゃ

そ の 他
た

の 関
かん

係
けい

者
しゃ

ま た は 区
く

の 機
き

関
かん

に そ の こ と を 通
つう

知
ち

し な け れ ば な り ま せ ん 。  

３  救
きゅう

済
さい

委
い

員
いん

は 、第
だい

１ 項
こう

の 規
き

定
てい

に よ る 報
ほう

告
こく

の 求
もと

め 、文
ぶん

書
しょ

そ の 他
た

の 物
ぶっ

件
けん

の 提
てい

出
しゅつ

の 求
もと

め ま た は 質
しつ

問
もん

を し よ う と す る 場
ば

合
あい

に お い て 、育
そだ

ち 学
まな

ぶ 施
し

設
せつ

ま た は 団
だん

体
たい

の

施
し

設
せつ

等
とう

に 立
た

ち 入
い

る と き は 、 そ の 育
そだ

ち 学
まな

ぶ 施
し

設
せつ

ま た は 団
だん

体
たい

の 代
だい

表
ひょう

者
しゃ

そ の 他
た

の

関
かん

係
けい

者
しゃ

の 同
どう

意
い

を 得
え

な け れ ば な り ま せ ん 。  

４  救
きゅう

済
さい

委
い

員
いん

は 、 前
ぜん

項
こう

に 規
き

定
てい

す る 同
どう

意
い

を 得
え

て 育
そだ

ち 学
まな

ぶ 施
し

設
せつ

ま た は 団
だん

体
たい

の 施
し

設
せつ

等
とう

に 立
た

ち 入
い

る と き は 、 身
み

分
ぶん

証
しょう

明
めい

書
しょ

（ 第
だい

６ 号
ごう

様
よう

式
しき

） を 持
も

ち 、 求
もと

め が あ っ た と
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き は 、 こ れ を 出
だ

し て 示
しめ

さ な け れ ば な り ま せ ん 。  

５  救
きゅう

済
さい

委
い

員
いん

は 、 必
ひつ

要
よう

が あ る と 認
みと

め る と き は 、 専
せん

門
もん

的
てき

な こ と に 関
かん

す る 学
がく

識
しき

経
けい

験
けん

を 備
そな

え て い る 人
ひと

等
とう

に そ の 専
せん

門
もん

的
てき

な こ と に 関
かん

す る 分
ぶん

析
せき

、鑑
かん

定
てい

等
とう

を 依
い

頼
らい

す る こ

と を 区
く

長
ちょう

に 求
もと

め る こ と が で き ま す 。  

 （ 調
ちょう

査
さ

の 中
ちゅう

止
し

）  

第
だい

１ ３ 条
じょう

 救
きゅう

済
さい

委
い

員
いん

は 、 調
ちょう

査
さ

の 開
かい

始
し

後
ご

に そ の 調
ちょう

査
さ

の 申
もうし

立
た

て が 第
だい

１ ０ 条
じょう

第
だい

１ 項
こう

に 定
さだ

め る こ と の い ず れ か に 当
あ

て は ま る こ と が 判
はん

明
めい

し た と き は 、 調
ちょう

査
さ

を

中
ちゅう

止
し

す る こ と が で き ま す 。  

２  救
きゅう

済
さい

委
い

員
いん

は 、前
ぜん

項
こう

の 規
き

定
てい

に よ り 調
ちょう

査
さ

を 中
ちゅう

止
し

し た と き は 、調
ちょう

査
さ

中
ちゅう

止
し

通
つう

知
ち

書
しょ

（ 第
だい

７ 号
ごう

様
よう

式
しき

）に よ り 、 申
もうし

立
たて

者
しゃ

（ そ の 調
ちょう

査
さ

に つ い て 、第
だい

１ １ 条
じょう

第
だい

１ 項
こう

に

規
き

定
てい

す る 同
どう

意
い

を し た 子
こ

ど も ま た は そ の 保
ほ

護
ご

者
しゃ

（ 以
い

下
か

「 同
どう

意
い

者
しゃ

」と い い ま す 。）

が い る と き は そ の 同
どう

意
い

者
しゃ

を 、 調
ちょう

査
さ

実
じっ

施
し

通
つう

知
ち

書
しょ

に よ る 通
つう

知
ち

を し た と き は そ の

通
つう

知
ち

に 関
かん

係
けい

す る 育
そだ

ち 学
まな

ぶ 施
し

設
せつ

の 代
だい

表
ひょう

者
しゃ

、団
だん

体
たい

の 代
だい

表
ひょう

者
しゃ

そ の 他
た

の 関
かん

係
けい

者
しゃ

ま た

は 区
く

の 機
き

関
かん

を 含
ふく

み ま す 。 次
じ

条
じょう

に お い て 同
おな

じ で す 。） に 理
り

由
ゆう

を 付
つ

け て 調
ちょう

査
さ

を

中
ちゅう

止
し

し た こ と を 通
つう

知
ち

す る も の と し ま す 。  

 （ 調
ちょう

査
さ

の 終
しゅう

了
りょう

）  

第
だい

１ ４ 条
じょう

 救
きゅう

済
さい

委
い

員
いん

は 、 調
ちょう

査
さ

が 終
しゅう

了
りょう

し た と き は 、 調
ちょう

査
さ

結
けっ

果
か

通
つう

知
ち

書
しょ

（ 第
だい

８

号
ごう

様
よう

式
しき

） に よ り 、 申
もうし

立
たて

者
しゃ

に そ の 結
けっ

果
か

を 通
つう

知
ち

す る も の と し ま す 。  

 （ 調
ちょう

整
せい

の 実
じっ

施
し

）  

第
だい

１ ５ 条
じょう

 救
きゅう

済
さい

委
い

員
いん

は 、 調
ちょう

査
さ

の 結
けっ

果
か

必
ひつ

要
よう

が あ る と 認
みと

め る と き は 、 条
じょう

例
れい

第
だい

２

４ 条
じょう

第
だい

２ 項
こう

第
だい

２ 号
ごう

の 必
ひつ

要
よう

な 調
ちょう

整
せい

を す る も の と し ま す 。  

２  第
だい

１ ２ 条
じょう

第
だい

３ 項
こう

お よ び 第
だい

４ 項
こう

の 規
き

定
てい

は 、前
ぜん

項
こう

に 規
き

定
てい

す る 必
ひつ

要
よう

な 調
ちょう

整
せい

を す

る 場
ば

合
あい

に お い て 、育
そだ

ち 学
まな

ぶ 施
し

設
せつ

ま た は 団
だん

体
たい

の 施
し

設
せつ

等
とう

に 立
た

ち 入
い

る と き に つ い て

準
じゅん

用
よう

し ま す 。  

 （ 要
よう

請
せい

ま た は 意
い

見
けん

の 表
ひょう

明
めい

の 通
つう

知
ち

）  

第
だい

１ ６ 条
じょう

 救
きゅう

済
さい

委
い

員
いん

は 、条
じょう

例
れい

第
だい

２ ４ 条
じょう

第
だい

２ 項
こう

第
だい

３ 号
ごう

の 要
よう

請
せい

ま た は 同
どう

項
こう

第
だい

４

号
ごう

の 意
い

見
けん

の 表
ひょう

明
めい

を し よ う と す る と き は 、あ ら か じ め 、 要
よう

請
せい

・ 意
い

見
けん

表
ひょう

明
めい

通
つう

知
ち

書
しょ

（ 第
だい

９ 号
ごう

様
よう

式
しき

）に よ り 、申
もうし

立
たて

者
しゃ

（ そ の 調
ちょう

査
さ

に つ い て 同
どう

意
い

者
しゃ

が い る と き は 、

そ の 同
どう

意
い

者
しゃ

を 含
ふく

み ま す 。）お よ び 区
く

長
ちょう

に そ の 内
ない

容
よう

を 通
つう

知
ち

し な け れ ば な り ま せ

ん 。  

 （ 救
きゅう

済
さい

委
い

員
いん

の 職
しょく

務
む

に つ い て の 連
れん

絡
らく

調
ちょう

整
せい

）  

第
だい

１ ７ 条
じょう

 救
きゅう

済
さい

委
い

員
いん

は 、 救
きゅう

済
さい

委
い

員
いん

の 職
しょく

務
む

に 関
かん

し 連
れん

絡
らく

調
ちょう

整
せい

を 行
おこな

う 必
ひつ

要
よう

が あ

る 場
ば

合
あい

そ の 他
た

必
ひつ

要
よう

が あ る と 認
みと

め る 場
ば

合
あい

は 、 救
きゅう

済
さい

委
い

員
いん

全
ぜん

員
いん

で 構
こう

成
せい

す る 連
れん

絡
らく

調
ちょう

整
せい

会
かい

議
ぎ

を 開
ひら

く こ と が で き ま す 。  

２  前
ぜん

項
こう

に 規
き

定
てい

す る 連
れん

絡
らく

調
ちょう

整
せい

会
かい

議
ぎ

を 開
ひら

く と き に 、必
ひつ

要
よう

が あ る と 認
みと

め る と き は 、
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救
きゅう

済
さい

委
い

員
いん

が 救
きゅう

済
さい

委
い

員
いん

の う ち か ら 代
だい

表
ひょう

救
きゅう

済
さい

委
い

員
いん

を 選
えら

ぶ こ と が で き ま す 。  

 （ 救
きゅう

済
さい

委
い

員
いん

の 職
しょく

務
む

の 実
じっ

施
し

状
じょう

況
きょう

の 公
こう

表
ひょう

等
とう

）  

第
だい

１ ８ 条
じょう

 区
く

長
ちょう

は 、 条
じょう

例
れい

第
だい

２ ５ 条
じょう

第
だい

５ 項
こう

の 規
き

定
てい

に よ り 報
ほう

告
こく

を 受
う

け た 救
きゅう

済
さい

委
い

員
いん

の 職
しょく

務
む

の 実
じっ

施
し

状
じょう

況
きょう

に つ い て 、毎
まい

年
ねん

度
ど

、そ の 内
ない

容
よう

を 公
こう

表
ひょう

す る と と も に 、

権
けん

利
り

委
い

員
いん

会
かい

に 報
ほう

告
こく

す る も の と し ま す 。  

 （ 専
せん

門
もん

職
しょく

員
いん

の 設
せっ

置
ち

）  

第
だい

１ ９ 条
じょう

 区
く

長
ちょう

は 、 中
なか

野
の

区
く

会
かい

計
けい

年
ねん

度
ど

任
にん

用
よう

職
しょく

員
いん

の 任
にん

用
よう

等
とう

に 関
かん

す る 規
き

則
そく

（ 令
れい

和
わ

元
がん

年
ねん

中
なか

野
の

区
く

規
き

則
そく

第
だい

４ ８ 号
ごう

）の 定
さだ

め る と こ ろ に よ り 、 救
きゅう

済
さい

委
い

員
いん

の 職
しょく

務
む

を 助
たす

け

る た め の 専
せん

門
もん

の 職
しょく

員
いん

を 置
お

く も の と し ま す 。  

２  前
ぜん

項
こう

に 規
き

定
てい

す る 専
せん

門
もん

の 職
しょく

員
いん

の 職
しょく

の 設
せっ

置
ち

お よ び 任
にん

用
よう

等
とう

に 関
かん

し 必
ひつ

要
よう

な こ と

は 、 別
べつ

に 定
さだ

め ま す 。  

 （ 救
きゅう

済
さい

委
い

員
いん

の 庶
しょ

務
む

）  

第
だい

２ ０ 条
じょう

 救
きゅう

済
さい

委
い

員
いん

の 庶
しょ

務
む

は 、 子
こ

ど も 教
きょう

育
いく

部
ぶ

に お い て 処
しょ

理
り

し ま す 。  

 （ 子
こ

ど も 相
そう

談
だん

室
しつ

の 設
せっ

置
ち

）  

第
だい

２ １ 条
じょう

 条
じょう

例
れい

第
だい

２ ４ 条
じょう

第
だい

２ 項
こう

第
だい

１ 号
ごう

の 相
そう

談
だん

の た め の 窓
まど

口
ぐち

と し て 、 子
こ

ど も

相
そう

談
だん

室
しつ

を 設
せっ

置
ち

し ま す 。  

 （ 補
ほ

則
そく

）  

第
だい

２ ２ 条
じょう

 こ の 規
き

則
そく

に 定
さだ

め る も の の ほ か 、 必
ひつ

要
よう

な こ と は 、 別
べつ

に 定
さだ

め ま す 。  

   附
ふ

 則
そく

 

 こ の 規
き

則
そく

は 、 令
れい

和
わ

４ 年
ねん

４ 月
がつ

１ 日
ついたち

か ら 施
し

行
こう

し ま す 。 た だ し 、 第
だい

２ １ 条
じょう

の 規
き

定
てい

は 、 同
どう

年
ねん

９ 月
がつ

１ 日
ついたち

か ら 施
し

行
こう

し ま す 。  
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中野区子どもオンブズマン 子ども相談室 

中野区子ども教育部 子ども・教育政策課 子ども相談係 

（子どもオンブズマン事務局） 

〒１６５-００２７ 中野区野方一丁目 35番 3号 教育センター分室 3階 
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「会って話したい」「手紙で相談したい」ときは・・・ 

〒１６５-００２７ 

中野区野方１－３５－３ 教育センター分室 3階 子ども相談室 

ＪＲ中野駅から歩いて約 20分  関東バス大新横丁バス停から歩いて約 2分 

０１２０－４６３
よ り そ う

－９３１
き ゅ う さ い

 ○R  

フリーダイヤル 

【令和７年 4 月 1 日～】 月・火・水・金曜日 午後１時 ～午後７ 時  

受付日時     土曜日   午前１０時 ～午後４ 時  

（木曜日・日曜日・祝日、年末年始（１２月２９日～１月３日）はお休みです） 

メールアドレス ホームページ メール相談フォーム 

mailto:kodomo-sodan@city.tokyo-nakano.lg.jp


 




